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特別レポート 米ワシントンで国際宗教自由（IRF）サミット2024

特集

家庭連合への解散命令請求の動き
元米政府高官らが相次いで懸念を表明

宗教性の復興と世界平和 ～UPFが目指す超宗教平和運動～
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家
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連
合
へ
の
解
散
命
令
請
求
の
動
き
元
米
政
府
高
官
ら
が
相
次
い
で
懸
念
を
表
明

宗
教
性
の
復
興
と
世
界
平
和
〜
Ｕ
Ｐ
Ｆ
が
目
指
す
超
宗
教
平
和
運
動
〜

平
和
国
連
の
モ
デ
ル
形
成
の
た
め
に

Part
1

国
連
シ
ス
テ
ム
に
宗
教
者
の
声
代
弁
す
る
機
構
を

Part
2

人
々
の
抱
え
る
問
題
解
決
の
た
め
に
手
を
取
り
合
う
宗
教
者
Ｉ
Ａ
Ｐ
Ｄ
の
創
設
と
日
本
の
活
動

Part
3「

憲
法
は
同
性
婚
も
保
障
す
る
」
札
幌
高
裁
の
驚
き
の
憲
法
解
釈

国
内日

本
人
に
今
、
必
読
の
翻
訳
本

公
的
機
関
の
声
明
は
法
的
効
力
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず

差
別
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
を
も
つ

た
め
に
生
き
る
愛
に
よ
る
大
革
命
が
お
き
る
で
し
ょ
う

「
結
婚
」と「
母
親
」の
価
値
を
維
持

ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
を
困
難
に
し
て
い
る

バ
イ
デ
ン
政
権
の
本
質
的
問
題

「
人
間
・
世
界
遺
産
」
を
残
し
て
い
く
運
動
を
起
こ
そ
う

ロ
シ
ア
は「
２
正
面
作
戦
」を
強
い
ら
れ
る

国
際
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世
界
各
地
で
起
き
て
い
る
宗
教
迫
害
が
議
論
さ

れ
る
中
、
昨
年
10
月
に
日
本
政
府
が
世
界
平
和
統

一
家
庭
連
合
（
旧
統
一
教
会
）
に
対
し
解
散
命
令

請
求
を
行
っ
た
問
題
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
元
米
政

府
高
官
ら
か
ら
懸
念
や
批
判
の
声
が
相
次
い
だ
。

Ｉ
Ｒ
Ｆ
サ
ミ
ッ
ト
は
２
０
２
１
年
に
初
め
て
開

催
さ
れ
、
政
府
関
係
者
や
議
員
の
支
持
を
得
な
が

ら
、
世
界
に
お
け
る
信
教
の
自
由
を
保
護
、
促
進

す
る
た
め
の
運
動
を
展
開
し
て
き
た
。
Ｕ
Ｐ
Ｆ
と

ワ
シ
ン
ト
ン
・
タ
イ
ム
ズ
財
団
は
、
昨
年
か
ら
同

サ
ミ
ッ
ト
の
協
賛
団
体
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
る
。

今
年
は
、
30
以
上
の
宗
派
的
背
景
を
持
つ
約

１
７
０
人
が
講
演
。
中
国
・
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治

世
界
に
お
け
る
宗
教
の
自
由
を
促
進
す
る
「
国
際

宗
教
自
由
（
Ｉ
Ｒ
Ｆ
）
サ
ミ
ッ
ト
２
０
２
４
」
が
米

首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
の
ヒ
ル
ト
ン
ホ
テ
ル
で
１
月
30
日

か
ら
２
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
、
政
府
高
官
や
政
治

家
、
宗
教
指
導
者
、
人
権
活
動
家
な
ど
41
カ
国
か
ら

約
１
５
０
０
人
が
参
加
し
た
。
米
Ｎ
Ｇ
Ｏ
フ
リ
ー
ダ

ム
ハ
ウ
ス
な
ど
の
人
権
団
体
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
交

流
サ
イ
ト
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
最
大
手
の
米
メ
タ
（
旧
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
）
の
ほ
か
、
Ｕ
Ｐ
Ｆ
や
ワ
シ
ン
ト
ン
・

タ
イ
ム
ズ
財
団
が
協
賛
し
て
開
催
さ
れ
た
。

特別レポート 米ワシントンで国際宗教自由（IRF）サミット 2024

家庭連合への解散命令請求の動き
元米政府高官らが相次いで懸念を表明
UPF協賛のランチョン（昼食会）イベントも開催
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ス
ウ
ェ
ッ
ト
氏
は
、
日
本
政
府
に
よ
る
家
庭
連
合

へ
の
対
応
に
つ
い
て
、「『
友
人
で
あ
る
な
ら
、
友

人
に
酔
っ
た
状
態
で
運
転
さ
せ
な
い
』
と
い
う
言

葉
が
あ
る
が
、
日
本
は
ま
さ
に
酔
っ
た
状
態
で
車

に
乗
ろ
う
と
し
て
い
る
状
況
だ
」
と
し
、
飲
酒
運

転
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
ド
ラ
イ
バ
ー
に
例
え
、

日
本
政
府
に
働
き
か
け
る
必
要
性
を
強
調
し
た
。

さ
ら
に
、「
特
定
の
信
仰
共
同
体
を
標
的
に
し

た
り
、
集
団
罰
を
与
え
た
り
す
る
こ
と
は
容
認
で

き
な
い
」
と
指
摘
。
ま
た
、
政
府
や
メ
デ
ィ
ア
が

そ
の
力
を
用
い
て
、「
特
定
の
宗
教
団
体
を
排
除

し
、
格
好
の
攻
撃
対
象
に
す
る
べ
き
で
は
な
い
」

と
訴
え
た
。

欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
で
初
代
信
教
の
自
由
特
使

を
務
め
た
ヤ
ン
・
フ
ィ
ゲ
ル
元
ス
ロ
バ
キ
ア
副
首

相
は
、「
今
、
日
本
は
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い
る
」

と
指
摘
。
信
教
の
自
由
は
「
す
べ
て
の
人
権
に
つ

い
て
の
リ
ト
マ
ス
試
験
紙
だ
」
と
し
、
も
し
こ
れ

が
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
、
言
論
の
自
由
、
集
会
・

結
社
の
自
由
な
ど
も
抑
圧
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と

警
告
し
た
。

旧
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
の
反
宗
教
的
な
共
産
主

義
政
権
下
で
半
生
を
過
ご
し
た
同
氏
は
、「
共
産
主

義
は
長
年
に
わ
た
っ
て
信
教
の
自
由
へ
の
強
烈
な

区
に
お
け
る
ウ
イ
グ
ル
族
ら
イ
ス
ラ
ム
教
少
数
派

へ
の
弾
圧
や
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
に
よ
る
キ
リ
ス
ト

教
徒
へ
の
殺
害
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
ナ
イ
ジ
ェ

リ
ア
の
問
題
を
含
め
、
世
界
各
地
の
宗
教
迫
害
問

題
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

ジ
ョ
ン
ソ
ン
米
下
院
議
長
が
演
説

初
日
と
な
る
１
月
30
日
に
は
ト
ラ
ン
プ
前
米
政

権
で
国
際
宗
教
自
由
大
使
を
務
め
た
サ
ム
・
ブ
ラ

ウ
ン
バ
ッ
ク
同
サ
ミ
ッ
ト
共
同
議
長
が
登
壇
し
、

「
信
教
の
自
由
は
人
権
の
根
幹
を
な
す
も
の
で
あ

り
、
他
の
人
権
を
繁
栄
さ
せ
る
土
台
だ
」
と
強
調

し
た
。
そ
の
上
で
、
過
去
20
年
間
に
お
い
て
世
界

各
国
で
権
威
主
義
体
制
が
拡
大
し
た
こ
と
で
、
信

教
の
自
由
は
衰
退
の
危
機
に
瀕ひ

ん
し
て
い
る
と
し
、

「
わ
れ
わ
れ
は
よ
り
効
果
的
な
方
法
で
こ
れ
に
対

抗
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
訴
え
た
。

バ
イ
デ
ン
政
権
の
ラ
シ
ャ
ド
・
フ
セ
イ
ン
国
際

宗
教
自
由
大
使
は
、「
宗
教
の
自
由
を
保
護
す
る

国
や
社
会
は
安
全
で
繁
栄
す
る
可
能
性
が
高
く
、

保
護
し
な
い
国
は
不
安
定
に
な
り
が
ち
な
こ
と

は
、
非
常
に
明
ら
か
だ
」
と
述
べ
、
信
教
の
自
由

と
安
全
保
障
が
密
接
に
関
連
し
て
い
る
と
強
調
し

た
。
そ
の
上
で
「
信
教
の
自
由
は
、
わ
れ
わ
れ
の

外
交
政
策
に
と
っ
て
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、
世

界
各
地
で
そ
の
証
拠
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
」
と

主
張
し
た
。

翌
31
日
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
福
音
派
と
し
て
も

知
ら
れ
る
共
和
党
の
マ
イ
ク
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
米
下

院
議
長
が
演
説
し
、
北
朝
鮮
や
ニ
カ
ラ
グ
ア
、
ナ

イ
ジ
ェ
リ
ア
な
ど
で
起
き
て
い
る
宗
教
弾
圧
を
批

判
し
た
。
と
り
わ
け
中
国
に
つ
い
て
は
「
チ
ベ
ッ

ト
仏
教
徒
や
法
輪
功
学
習
者
は
強
制
労
働
収
容
所

に
入
れ
ら
れ
、
中
国
共
産
党
に
よ
っ
て
臓
器
を
摘

出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区

で
イ
ス
ラ
ム
教
少
数
派
に
対
し
強
制
不
妊
手
術
や

強
制
収
容
、
再
教
育
と
い
う
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
（
大

量
虐
殺
）が
行
わ
れ
て
い
る
」と
厳
し
く
非
難
し
た
。

Ｕ
Ｐ
Ｆ
と
ワ
シ
ン
ト
ン
・
タ
イ
ム
ズ
財
団
が
協

賛
す
る
31
日
の
昼
食
会
で
は
、
日
本
政
府
に
よ
る

家
庭
連
合
へ
の
解
散
命
令
請
求
に
つ
い
て
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
そ
こ
で
は
日

本
政
府
の
対
応
が
信
教
の
自
由
を
脅
か
し
て
い
る

と
し
て
、改
善
を
求
め
る
必
要
性
が
議
論
さ
れ
た
。

同
サ
ミ
ッ
ト
の
共
同
議
長
で
、
米
政
府
諮
問
機

関「
米
国
際
宗
教
自
由
委
員
会（
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｆ
）」

の
委
員
長
を
務
め
た
カ
ト
リ
ー
ナ
・
ラ
ン
ト
ス
・
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繰
り
返
し
て
き
た
」
と
し
、
今
で
は
「
非
常
に
危

険
な
段
階
に
達
し
て
い
る
」
と
危
機
感
を
示
し
た
。

イ
タ
リ
ア
の
宗
教
社
会
学
者
で
「
新
宗
教
研
究

セ
ン
タ
ー（
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｎ
Ｕ
Ｒ
）」代
表
の
マ
ッ
シ
モ・

イ
ン
ト
ロ
ヴ
ィ
ニ
エ
氏
は
、「
も
し
家
庭
連
合
が

解
散
に
な
れ
ば
、
単
に
課
税
免
除
が
な
く
な
る
だ

け
で
は
な
い
。
礼
拝
す
る
場
所
や
資
産
な
ど
す
べ

て
を
失
う
。
つ
ま
り
死
刑
宣
告
だ
」と
強
調
し
た
。

ま
た
「
こ
れ
は
家
庭
連
合
だ
け
の
問
題
で
は
な

い
。
日
本
で
は
す
べ
て
の
宗
教
団
体
に
対
し
、
献

金
や
子
供
へ
の
信
仰
の
継
承
を
制
限
す
る
法
律
が

す
で
に
成
立
し
て
い
る
」
と
日
本
の
動
き
を
問
題

視
。
さ
ら
に
「
す
で
に
エ
ホ
バ
の
証
人
も
標
的
に

な
っ
て
い
る
」
と
懸
念
を
示
し
た
。

オ
バ
マ
元
米
政
権
で
国
際
宗
教
自
由
大
使
を
務

め
た
ス
ー
ザ
ン
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
・
ク
ッ
ク
氏
は
、

日
本
の
状
況
が
「
無
視
で
き
な
い
段
階
に
達
し
て

い
る
」
と
指
摘
。
そ
の
上
で
「
信
教
の
自
由
と
い

う
の
は
、
あ
ら
ゆ
る
宗
派
の
人
た
ち
が
友
人
と
い

う
こ
と
だ
」
と
述
べ
、
宗
派
を
超
え
て
信
教
の
自

由
擁
護
の
た
め
に
声
を
上
げ
る
必
要
性
を
説
い
た
。

米
ブ
リ
ガ
ム
・
ヤ
ン
グ
大
学
法
科
大
学
院
の

コ
ー
ル
・
ダ
ー
ラ
ム
名
誉
教
授
は
、
宗
教
は
個
人

だ
け
で
な
く
、
社
会
全
体
に
と
っ
て
も
有
益
だ
と

憎
悪
を
示
し
て
き
た
」
と
指
摘
。
日
本
に
お
い
て

は
共
産
党
や
左
派
弁
護
士
た
ち
が
、
家
庭
連
合
へ

の
解
散
を
求
め
る
動
き
を
「
半
世
紀
に
わ
た
っ
て

述
べ
た
。
仮
に
信
者
個
人
が
過
ち
を
犯
せ
ば
、
そ

の
個
人
は
罰
せ
ら
れ
る
べ
き
だ
が
、「
そ
の
宗
教

団
体
自
体
が
解
散
さ
せ
ら
れ
た
り
、
活
動
で
き
な

く
さ
せ
ら
れ
た
り
す
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
主
張

し
た
。

「
家
庭
連
合
叩
き
」
の
背
後
に

日
本
共
産
党
や
左
派
弁
護
士

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
先
立
ち
、
日
本

に
お
け
る
信
教
の
自
由
侵
害
の
状
況
つ
い
て
の
証

言
も
行
わ
れ
た
。
強
制
改
宗
を
目
的
と
す
る
拉
致

監
禁
の
被
害
者
で
家
庭
連
合
信
者
の
ル
ー
ク
樋
口

さ
ん
は
、
１
９
８
８
年
に
親
族
に
よ
っ
て
強
制
的

に
乗
用
車
に
乗
せ
ら
れ
、
精
神
病
院
に
入
院
さ
せ

ら
れ
た
体
験
を
語
っ
た
。「
い
つ
病
院
か
ら
出
ら

れ
る
か
分
か
ら
ず
恐
怖
だ
っ
た
」と
述
べ
た
上
で
、

両
親
は
デ
ィ
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
（
強
制
改
宗
屋
）
や

共
産
党
系
組
織
の
指
示
通
り
に
動
い
て
い
た
と
訴

え
た
。

国
連
経
済
社
会
理
事
会
で
総
合
協
議
資
格
を
持

つ
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
世
界
平
和
女
性
連
合
」（
Ｗ
Ｆ

Ｗ
Ｐ
）
の
堀
守
子
会
長
は
、
創
設
者
が
家
庭
連
合

と
同
じ
文
鮮
明
・
韓
鶴
子
夫
妻
で
あ
る
と
い
う
理

Ｕ
Ｐ
Ｆ
な
ど
が
協
賛
し
た
昼
食
会
で
は
信
教
の
自
由
に
関
す
る
専
門

家
に
よ
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
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治
を
後
退
さ
せ
、よ
り
良
い
世
界
を
築
い
て
い
く
」

と
も
述
べ
た
。

信
教
の
自
由
の
擁
護
求
め
る

宣
言
文
に
署
名

昼
食
会
で
は
最
後
に
、
日
本
政
府
に
信
教
の
自

由
の
擁
護
を
求
め
る
宣
言
文
の
署
名
式
が
行
わ

れ
、
ブ
ラ
ウ
ン
バ
ッ
ク
氏
や
ス
ウ
ェ
ッ
ト
氏
の
ほ

か
パ
ネ
リ
ス
ト
や
関
係
者
ら
が
壇
上
で
署
名
を

行
っ
た
。
ブ
ラ
ウ
ン
バ
ッ
ク
氏
は
「（
日
本
の
よ

う
な
）
民
主
主
義
社
会
に
お
い
て
も
、
迫
害
さ
れ

て
い
る
人
た
ち
が
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
そ
う
い
う

人
た
ち
の
た
め
に
立
ち
上
が
る
必
要
が
あ
る
」
と

語
っ
た
。

ダ
ン
・
バ
ー
ト
ン
元
米
下
院
議
員
は
「
わ
れ
わ

れ
は
、
解
散
請
求
に
向
け
た
質
問
権
の
不
公
正
な

行
使
や
、
日
本
国
憲
法
に
記
載
さ
れ
て
い
る
信
教

の
自
由
を
無
視
す
る
よ
う
な
手
段
に
よ
る
迫
害
と

抑
圧
を
終
わ
ら
せ
る
こ
と
を
求
め
る
」
と
す
る
宣

言
文
を
読
み
上
げ
、「
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
日
本

の
政
府
や
議
会
に
届
き
、
信
教
の
自
由
と
人
権
が

日
本
で
擁
護
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
」
と
語
っ
た
。

由
だ
け
で
、
共
産
党
議
員
や
左
派
弁
護
士
か
ら
非

難
を
受
け
て
い
る
と
指
摘
。「
わ
れ
わ
れ
の
活
動

は
危
機
的
状
況
に
あ
り
、（
援
助
す
る
）
20
万
人

の
女
性
と
子
供
た
ち
の
生
活
を
直
接
脅
か
し
て
い

る
」
と
訴
え
た
。

ま
た
国
際
弁
護
士
の
中
山
達
樹
氏
は
、
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
、
日
本
共
産
党
や
左
派
弁
護
士
た

ち
が
１
９
８
７
年
に
家
庭
連
合
の
解
散
を
要
求
し

始
め
、
今
で
は
「
そ
の
仕
上
げ
し
よ
う
と
し
て
い

る
」
と
強
調
。
左
派
弁
護
士
た
ち
は
政
治
的
動
機

に
基
づ
い
て
「
被
害
者
を
作
り
出
す
た
め
に
、
元

信
者
の
献
金
の
返
還
を
求
め
る
多
く
の
訴
訟
を
起

こ
し
て
き
た
」
と
も
述
べ
た
。

Ｕ
Ｐ
Ｆ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
と
ワ
シ
ン
ト

ン・タ
イ
ム
ズ
財
団
の
会
長
を
務
め
る
マ
イ
ケ
ル・

ジ
ェ
ン
キ
ン
ス
氏
は
、「
信
教
の
自
由
を
保
護
し

促
進
す
る
こ
と
は
、
神
を
信
奉
す
る
す
べ
て
の
人

の
極
め
て
重
要
な
責
務
だ
。
Ｕ
Ｐ
Ｆ
と
ワ
シ
ン
ト

ン
・
タ
イ
ム
ズ
財
団
は
、
宗
教
の
自
由
を
普
遍
的

に
保
護
し
、
擁
護
し
、
促
進
す
る
こ
と
を
約
束
す

る
」
と
強
調
。
ま
た
「
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
分
野

に
お
い
て
世
界
的
に
リ
ー
ド
す
る
Ｉ
Ｒ
Ｆ
サ
ミ
ッ

ト
２
０
２
４
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
と
も
に
宗
教

迫
害
と
闘
い
、
神
を
否
定
す
る
あ
ら
ゆ
る
専
制
政



SEKAISHISO  May, 202405

※ギングリッチ氏のスピーチの模様は
UPF-Japan の YouTube 公式チャンネルか
らご覧いただけます。

　第 2次世界大戦以来、日本人は宗教の自
由を尊重し、法の支配を実行し、個人の良心
を尊重するという伝統を長く保ってきまし
た。しかしいま、共産主義と真に戦い、宗教
的信仰の機会を提供するために設立された家
庭連合（世界平和統一家庭連合＝旧統一教会）
を解散させようという現実的な試みが存在す
るのです。
　ご存知のように、2022年 10月 18日に首
相が、統一教会は刑法を犯していないので解
散させることはできないと発表したとき、私
は少し安心していました。しかし首相は、次
の日には民事訴訟を利用して解散させられる
かもしれないと語りました。
　私のチームはこれについて多くの調査を行
い、真剣に取り組んできました。ご存知のよ
うに、私の妻であるカリスタはバチカン大使
を務めていました。彼女は自身の主要プロ
ジェクトの 1つとして、世界中の宗教の自
由に取り組んでいます。
　その結果、私たちが見出したことは、一連
の解散の試みは実際には日本共産党によって
始められたということでした。共産党は早く
も 1978年から統一教会を攻撃しはじめまし
た。なぜなら、教会の有神論に基づいたメッ
セージが日本共産党の無神論的な信念と真っ
向から対立していたからです。
　残念ながら、メディアの一部がそれに加わ
り、時折、非常に偏った報道をしてきたと思
います。こうしたことがここアメリカでも起

こっていることは、ご存知の通りです。
　日本は極東アジアにおいて、自由、法の支
配、立憲主義的行動を堅持する防波堤であり
続けてきました。だからこそ、私たちの多く
が今、日本の未来に対する現実の懸念に取り
組んでいるのです。
　私とカリスタが、家庭連合と関連団体と協
力しながら、そして UPFやワシントン・タ
イムズと協力しながら行ってきたすべてのこ
とは、あらゆる共同体のために信仰の価値を
促進することを目的としていました。
　干渉されることなく神を求めるという核心
的価値は、まさにすべての自由の基盤となる
ものです。一方で、皆様の信仰を妨害する政
府は、すべてにおいて妨害することができる
のです。
　私は、既にこの問題に注視してきた米国宗
教自由特使のラシャド・フセイン大使に対し
て、引き続きこの問題に関心を払い、アント
ニー・ブリンケン米国務長官に警告を発し、
日本の問題に強い光を当てるよう要請してい
ます。
　これは日本の未来にとって重要な試金石で
あり、宗教の自由の未来にとって重要な試金
石です。そして、政治的な報復の意図で組織
を解散させることは、自由の基盤そのものを
弱体化させる深刻な行為です。

信教の自由とは
すべての自由の基盤
元米国下院議長　ニュート・ギングリッチ氏

IRF サミット　UPF協賛ランチョン（昼食会）特別スピーチ（ビデオ映像）
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ジ
ョ
ン
）
が
な
け
れ
ば
民
は
堕
落
す
る
。
教
え
を

守
る
者
は
幸
い
で
あ
る
」（
箴
言
29：18
）と
あ
る
。

人
は
何
の
た
め
に
生
き
る
の
か
を
示
す
確
固
た
る

人
生
観
が
な
け
れ
ば
、
人
は
不
幸
に
な
る
、
為
政

者
が
明
確
な
国
家
観
を
持
た
な
け
れ
ば
国
民
が
不

幸
に
な
る
、
ビ
ジ
ョ
ン
と
は
そ
う
い
う
も
の
だ
と

教
え
て
い
る
。
ビ
ジ
ョ
ン
は
人
類
を
幸
福
に
導
く

宗
教
と
ほ
ぼ
同
義
と
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
宗
教
は
、
人
生
に
究
極
的
な
意
味
づ
け
を
す

る
、
秩
序
だ
っ
た
意
味
の
体
系
（
コ
ス
モ
ス
）
で

あ
り
、
人
間
が
い
か
に
生
き
る
べ
き
か
を
示
す
解

釈
的
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る
」（
田
丸
徳
善
・
星
川
啓

慈
・
山
科
有
希
子
共
著
『
神
々
の
和
解
』
春
秋

社
２
０
０
０
年
）

宗
教
は
ビ
ジ
ョ
ン
だ
と
し
て
、
世
界
の
宗
教
人

口
分
布
図
を
眺
め
て
み
る
と
、
同
じ
ビ
ジ
ョ
ン
を

共
有
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
信
仰
共
同
体
が
拡
が
っ

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ

ム
教
、
ヒ
ン
ズ
ー
教
、
仏
教
と
い
っ
た
世
界
四
大

宗
教
の
広
が
り
で
あ
り
、
宗
教
を
土
台
と
し
た
文

明
の
版
図
で
あ
る
。

宗
教
と
は
な
に
か

そ
の
意
味
と
目
的

「
あ
な
た
、
何
か
宗
教
や
っ
て
い
る
の
」「
い
ま

あ
の
宗
教
に
凝
っ
て
い
る
の
よ
」。
こ
の
よ
う
な

日
常
会
話
に
何
か
違
和
感
を
覚
え
る
。
そ
こ
で
の

「
宗
教
」
は
非
日
常
的
な
行
動
で
あ
り
、
あ
る
特

殊
な
団
体
と
の
関
わ
り
を
指
し
て
い
る
よ
う
だ
。

米
国
宗
教
学
会
会
長
で
あ
っ
た
ニ
ニ
ア
ン
・
ス

マ
ー
ト
博
士
は
、
宗
教
は
あ
た
か
も
組
紐
の
よ
う

な
も
の
で
、
七
つ
の
次
元
の
特
徴
が
絡
み
合
っ
て

い
る
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
う
。そ
れ
は
、

①
行
事
と
儀
礼
の
次
元
②
経
験
的
・
感
情
的
な
次

元
③
物
語
的
な
い
し
神
話
的
な
次
元
④
教
義
的
・

哲
学
的
な
次
元
⑤
倫
理
的
・
法
的
な
次
元
⑥
社
会

的
・
制
度
的
な
次
元
⑦
有
形
的
な
次
元
―
―
で
あ

る
。
宗
教
は
、単
に
個
人
的
な
営
み
に
留
ま
ら
ず
、

共
同
体
の
営
み
と
し
て
も
捉
え
る
も
の
だ
と
い
う

こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

イ
ス
ラ
エ
ル
の
知
恵
の
こ
と
ば
に
、「
幻
（
ビ

Ｕ
Ｐ
Ｆ
・
平
和
大
使
協
議
会
は
、「One 

Fam
ily Under God

（
神
の
下
の
一
家
族
世
界
）」

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
、
他
者
へ
の
奉
仕
と
協
力
、

国
家
・
宗
教
・
人
種
・
民
族
間
の
和
解
と
調
和
を

促
進
す
る
活
動
を
通
じ
、
平
和
文
化
の
創
造
に
貢

献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

基
本
理
念
で
は
、
精
神
的
・
道
徳
的
存
在
で
あ

る
人
間
の
尊
厳
を
守
り
、
健
全
な
愛
に
満
ち
た
家

庭
の
営
み
を
尊
重
す
る
こ
と
を
謳う

た
う
。
世
界
平
和

実
現
の
た
め
に
は
宗
教
間
の
対
話
と
和
解
の
促
進

が
特
に
重
要
で
あ
る
と
見
て
い
る
。

こ
れ
は
、
特
定
の
宗
教
に
偏
る
こ
と
な
く
、
宗

派
の
壁
を
越
え
て
、
各
伝
統
で
培
っ
て
き
た
叡
智

を
出
し
合
い
、
現
代
の
問
題
の
解
決
と
平
和
な
世

界
創
造
の
た
め
に
協
力
し
て
い
く
運
動
で
あ
る
ゆ

え
に
「
超
宗
教
平
和
運
動
」
と
呼
べ
る
だ
ろ
う
。

一
方
、
国
内
で
は
宗
教
に
対
す
る
偏
見
や
軽
視

す
る
傾
向
が
広
が
り
世
俗
化
傾
向
が
強
ま
っ
て
い

る
の
は
否
め
な
い
。
そ
こ
で
ま
ず
宗
教
の
意
味
や

目
的
を
再
確
認
し
て
み
た
い
。

宗教性の復興と世界平和特 集
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Ｕ
Ｐ
Ｆ
創
設
者
の
韓
鶴
子
総
裁
は
、
宗
教
に
つ

い
て
自
叙
伝
の
中
で
こ
う
語
っ
て
い
る
。

「
宗
教
の
『
宗
』
の
字
は
、『
お
お
も
と
』、『
中

心
』
を
意
味
し
ま
す
。
す
な
わ
ち
宗
教
の
教
え
と

は
、
あ
ら
ゆ
る
教
育
と
真
理
の
中
で
、
一
番
の
教

え
だ
と
い
う
こ
と
で
す
」

「
孔
子
、
釈
迦
、
イ
エ
ス
、
ム
ハ
ン
マ
ド
を
は

じ
め
と
す
る
多
く
の
開
祖
た
ち
の
教
え
は
、
時
代

を
超
え
て
人
間
の
良
心
を
守
り
、
文
明
を
導
く
原

動
力
と
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
す
べ
て
の
宗
教

は
、
罪
悪
世
界
を
清
算
し
て
神
様
と
人
間
が
願
う

理
想
世
界
を
つ
く
る
、
人
生
の
パ
ー
ト
ナ
ー
な
の

で
す
」（
韓
鶴
子
著
『
自
叙
伝
人
類
の
涙
を
ぬ

ぐ
う
平
和
の
母
』）

宗
教
の
意
味
を
整
理
し
て
み
る
と
、
東
洋
的
に

は
「
根
本
的
な
教
え
」
を
指
し
て
い
る
。
西
洋
的

に
はreligion

（
英
語
）、す
な
わ
ち
「
再
び
結
ぶ
」

と
い
う
意
味
か
ら
、
神
と
人
間
の
愛
の
絆
を
回
復

す
る
営
み
だ
と
言
え
る
。
総
合
す
る
と
、
人
間
存

在
に
と
っ
て
の
根
本
的
な
問
題
に
対
す
る
本
質
的

な
教
え
で
あ
り
、
そ
の
説
く
と
こ
ろ
の
理
想
の
境

地
に
ま
で
歩
み
行
く
人
生
の
営
み
で
あ
る
と
い
え

る
。宗

教
の
役
割
と
は

世
界
に
は
多
様
な
宗
教
が
あ
り
、
各
々
独
自
の

歴
史
と
伝
統
を
持
っ
て
い
る
が
、
信
頼
と
尊
敬
に

基
づ
く
対
話
が
な
さ
れ
る
と
き
、
宗
教
間
に
共
感

が
起
こ
り
、
共
通
目
的
に
向
か
う
同
志
だ
と
の
認

識
に
至
る
。

世
界
平
和
宗
教
連
合
の
創
設
大
会
時
に
完
成
を

み
た
『
世
界
経
典
〜
諸
聖
典
の
選
集
』
で
は
、
宗

教
の
目
的
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い

る
。宗

教
は
善
な
る
品
性
と
徳
性
を
育
て
る
こ
と
が

主
要
な
目
的
だ
と
す
る
東
洋
的
な
宗
教
が
あ
る
。

一
方
、
人
間
の
不
幸
の
根
本
原
因
は
人
類
始
祖
の

堕
落
に
よ
る
も
の
で
、
そ
れ
に
よ
り
創
造
主
と
人

間
と
の
愛
の
絆
が
切
れ
て
し
ま
い
罪
の
状
態
に

陥
っ
た
た
め
、
こ
の
関
係
性
を
回
復
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
西
洋
的
な
摂
理
宗
教
が
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
宗
教
は
、
不
幸
な
状
態
に

あ
る
人
々
を
救
援
し
、
善
な
る
人
間
と
し
て
成
長

す
る
道
筋
を
示
し
て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
。
単
に

心
に
平
安
を
も
た
ら
す
こ
と
だ
け
で
な
く
、
愛
と

調
和
の
あ
る
共
同
体
を
育
む
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ

な
ら
、
心
満
た
さ
れ
、
善
き
人
格
を
備
え
た
人
々

は
、
他
者
に
も
幸
福
に
分
け
た
い
と
働
き
か
け
る

も
の
だ
か
ら
だ
。「
私
」
か
ら
始
ま
る
平
和
は
、

家
族
共
同
体
の
平
和
と
幸
福
か
ら
次
第
に
発
展
し

拡
大
し
て
い
く
。
そ
し
て
究
極
的
に
は
世
界
平
和

の
実
現
に
向
か
う
と
言
え
る
。

Ｕ
Ｐ
Ｆ
を
創
設
し
世
界
平
和
実
現
の
た
め
に
生

涯
を
捧
げ
て
き
た
文
鮮
明
総
裁
は
、
神
様
の
目
的

は
世
界
平
和
で
あ
り
、
宗
教
の
目
的
は
１
つ
の
理

想
世
界
を
実
現
す
る
こ
と
だ
と
明
言
し
て
い
る
。

「
歴
史
を
振
り
返
る
と
き
、
儒
教
、
仏
教
、
キ

リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
な
ど
は
、
各
々
一
定
の

時
代
と
一
定
の
地
域
に
お
い
て
社
会
的
不
安
と
混

乱
を
一
掃
し
、
平
和
と
安
全
の
基
礎
の
上
に
輝
か

し
い
文
化
を
花
咲
か
せ
て
き
ま
し
た
」（
世
界
基

Ｕ
Ｐ
Ｆ
・
平
和
大
使
運
動
と
は

超
宗
教
平
和
運
動
で
あ
る
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督
教
統
一
神
霊
協
会
世
界
宣
教
本
部
編
『
文
鮮

明
先
生
の
平
和
思
想
』
光
言
社

２
０
０
２
年

２
９
１
頁
）

「
す
べ
て
の
宗
教
の
究
極
的
目
的
は
、
幸
福
な

る
理
想
的
な
世
の
中
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
で
す
」

文
総
裁
は
、
世
界
宗
教
の
各
地
域
に
お
け
る
平

和
に
対
す
る
貢
献
を
高
く
評
価
し
た
う
え
で
、
さ

ら
に
大
き
な
範
疇
の
平
和
を
指
向
し
て
い
る
。
そ

の
意
味
で
、「One Fam

ily Under God

」
を
標

榜
す
る
Ｕ
Ｐ
Ｆ
を
創
設
さ
れ
た
と
も
い
え
る
。

宗
教
対
話
か
ら
宗
教
連
合
運
動
、

そ
し
て
超
宗
教
運
動
へ

「One Fam
ily Under God

」
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

を
達
成
す
る
た
め
に
、
宗
教
の
対
話
と
和
合
、
協

力
が
不
可
欠
と
し
て
、
宗
教
間
対
話
と
宗
教
連
合

運
動
を
推
進
し
て
き
た
Ｕ
Ｆ
Ｐ
・
平
和
大
使
運
動

は
、
超
宗
教
平
和
運
動
で
あ
る
と
い
え
る
。

国
連
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ
る
Ｕ
Ｐ
Ｆ
が
、
こ
の
よ
う
な

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
掲
げ
、
実
践
活
動
を
展
開
す
る
背

景
に
は
、
創
設
者
の
人
と
思
想
と
の
深
い
関
わ
り

が
あ
る
。

創
設
者
の
文
鮮
明
総
裁
の
自
叙
伝
に
は
こ
の
よ

う
な
体
験
が
記
さ
れ
て
い
る
。

「
数
年
に
わ
た
る
祈
禱
と
真
理
探
究
の
総
決
算

と
も
言
う
べ
く
、
そ
れ
ま
で
ど
う
し
て
も
解
け
な

か
っ
た
疑
問
に
つ
い
て
答
え
を
得
た
の
で
す
。
そ

れ
は
一
瞬
の
出
来
事
で
し
た
。
あ
た
か
も
火
の
塊

が
私
の
体
を
通
り
抜
け
た
か
の
よ
う
で
し
た
。『
神

様
と
私
た
ち
は
父
と
子
の
関
係
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ

え
、
神
様
は
人
類
の
苦
痛
を
ご
覧
に
な
っ
て
、
あ

の
よ
う
に
悲
し
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
だ
』
と
い

う
悟
り
を
得
た
瞬
間
、
宇
宙
の
あ
ら
ゆ
る
秘
密
が

解
か
れ
ま
し
た
」（
文
鮮
明
著
『
平
和
を
愛
す
る

世
界
人
と
し
て
』
88
頁
）

満
15
歳
の
時
に
、
イ
エ
ス
と
の
神
秘
的
な
出
会

い
が
あ
り
、
そ
れ
以
来
人
類
救
済
の
道
を
探
求
し

て
き
た
文
総
裁
が
こ
の
時
に
体
験
し
た
の
が
「
神

と
人
と
は
親
子
」
と
い
う
実
感
で
あ
り
、
父
子
の

因
縁
が
宇
宙
の
根
本
だ
、
と
い
う
悟
り
だ
っ
た
。

こ
の
原
体
験
を
機
に
、
愛
の
絆
が
切
れ
て
さ
ま
よ

う
人
類
を
見
詰
め
る
親
で
あ
る
神
の
悲
し
み
を
解

決
し
、「
神
の
国
と
神
の
義
」
を
追
求
し
て
い
く

人
生
を
歩
む
こ
と
に
な
っ
た
文
総
裁
で
あ
っ
た
。

文
総
裁
は
、
こ
こ
か
ら
ま
ず
、
キ
リ
ス
ト
教
一

致
運
動
に
尽
力
し
、
そ
の
う
え
で
宗
教
間
対
話
を

推
進
し
、
宗
派
に
固
執
せ
ず
共
通
の
真
理
と
目
的

を
軸
に
、
超
宗
教
平
和
運
動
へ
と
発
展
さ
せ
て
き

た
経
緯
が
あ
る
。

宗教性の復興と世界平和特 集

世
界
平
和
宗
教
連
合
の
創
設
大
会
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
語
る
文
鮮
明
総

裁
（
１
９
９
１
年
８
月
27
日
＝
韓
国
・
ソ
ウ
ル
）
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れ
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
国
連
は
宗
教
と
一
定
の
距

離
を
お
い
て
き
た
。
人
類
に
幸
福
と
平
和
を
も
た

ら
す
た
め
に
、
世
界
の
偉
大
な
宗
教
伝
統
に
集
積

さ
れ
た
叡
智
を
採
用
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
心
と
体
が
調
和
し
て
こ
そ
自
由
と
幸
福
な
人

生
が
営
め
る
よ
う
に
、
世
界
的
な
次
元
に
お
い
て

も
、
心
の
役
割
を
担
う
宗
教
と
体
の
役
割
を
担
う

政
治
が
世
界
平
和
の
た
め
に
協
力
す
る
体
制
を
と

る
こ
と
が
願
わ
れ
た
。

も
っ
と
も
、
既
存
の
宗
教
が
集
ま
れ
ば
よ
い
と

い
う
の
で
は
な
く
、
ま
ず
、
宗
教
自
体
が
宗
派
性

を
越
え
て
い
く
た
め
の
努
力
が
あ
っ
て
の
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
た
め
、
創
設
者
で
あ
る
文
総
裁
、
韓

総
裁
は
、
Ｕ
Ｐ
Ｆ
の
創
設
に
至
る
、
宗
教
の
和
合

一
致
運
動
に
か
な
り
の
力
を
注
い
で
き
た
の
で
あ

る
。

２
０
０
０
年
８
月
18
日
、
米
国
Ｎ
Ｙ
の
国
連
本

部
内
で
Ｕ
Ｐ
Ｆ
の
前
身
で
あ
る
超
宗
教
超
国
家
連

合
（
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｗ
Ｐ
）
の
総
会
が
開
催
さ
れ
、
創
設

者
の
文
鮮
明
・
韓
鶴
子
総
裁
は
、
世
界
平
和
実
現

の
た
め
の
国
際
機
構
再
編
の
必
要
性
を
訴
え
た
。

冷
戦
終
結
後
も
世
界
各
地
で
紛
争
や
戦
争
が
続

い
て
い
る
背
景
に
宗
教
的
葛
藤
が
根
深
く
あ
る
こ

と
は
否
定
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
宗
教
間
の
対

話
と
和
合
の
た
め
の
取
組
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、

加
え
て
、
世
界
平
和
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
政

治
指
導
者
と
宗
教
指
導
者
が
相
互
に
尊
重
、
協
力

関
係
を
築
く
こ
と
が
必
要
の
時
を
迎
え
て
い
る
。

こ
う
し
た
認
識
に
立
ち
、
創
設
者
は
次
の
よ
う
な

提
唱
を
行
っ
た
。

「
国
家
の
代
表
た
ち
で
構
成
さ
れ
た
既
存
の
国

連
を
、
各
国
家
の
利
益
を
代
弁
す
る
下
院
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
方
、
著
名
な
超
宗
教
指

導
者
な
ど
、
精
神
世
界
の
指
導
者
た
ち
で
、
宗
教

議
会
、
あ
る
い
は
国
連
の
上
院
を
構
成
す
る
こ
と

を
、
深
刻
に
考
慮
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い

し
ま
す
。
こ
の
と
き
、超
宗
教
的
な
宗
教
議
会
は
、

地
域
的
な
個
々
の
国
家
の
利
害
を
越
え
て
、
地
球

星
と
人
類
全
体
の
利
益
を
代
弁
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
」（『
平
和
経
』
第
九
編
国
境
線
撤
廃
と

世
界
平
和

13
世
界
と
国
連
が
行
く
べ
き
道

１
３
９
頁
）

Ｕ
Ｐ
Ｆ
の
平
和
国
連
の
モ
デ
ル
と
は

こ
こ
で
は
、
宗
教
界
お
よ
び
精
神
世
界
の
指
導

者
か
ら
な
る
上
院
と
国
家
を
代
表
す
る
政
治
家
や

外
交
官
か
ら
な
る
下
院
の
二
院
制
構
想
が
提
唱
さ

平
和
国
連
の
モ
デ
ル
形
成
の
た
め
に

Part
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１
９
７
０
年
代
に
米
国
を
拠
点
と
す
る
超
教
派
運

動
を
推
進
し
て
き
た
。そ
の
上
で
、80
年
代
に
入
り
、

キ
リ
ス
ト
教
と
ユ
ダ
ヤ
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
、
仏
教

等
様
々
な
宗
教
間
の
対
話
を
促
進
し
、
90
年
代
に

は
宗
教
連
合
運
動
へ
と
発
展
さ
せ
て
い
っ
た
。

第
１
回
世
界
宗
教
議
会

文
総
裁
の
提
唱
に
よ
り
、
１
９
８
５
年
11
月
15

日
か
ら
一
週
間
、
国
際
宗
教
財
団
主
催
の
第
１
回

世
界
宗
教
議
会（
Ａ
Ｗ
Ｒ
）が
米
国
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。「
古
典
的
遺
産
の
回
復
」
を

主
題
と
す
る
こ
の
会
議
に
は
85
カ
国
か
ら
６
６
０

人
の
著
名
な
宗
教
指
導
者
が
参
加
し
た
。

創
設
者
・
文
総
裁
は
、「
対
話
と
連
合
」
と
題

す
る
基
調
講
演
の
中
で
、
宗
教
指
導
者
に
３
つ
の

こ
と
を
お
願
い
し
た
。
第
１
に
宗
教
の
伝
統
を
尊

重
し
、
宗
教
間
の
葛
藤
や
紛
争
の
防
止
に
寄
与
す

る
こ
と
。
第
２
に
相
互
協
力
で
世
界
に
奉
仕
す
る

こ
と
。
第
３
に
、
世
界
平
和
の
た
め
の
使
命
を
完

遂
す
る
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
宗
教
指
導
者
が
参
画

す
る
組
織
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
。

会
期
中
、
全
体
会
議
や
分
科
会
を
通
し
て
、
各

宗
教
の
伝
統
と
遺
産
を
発
表
し
、
理
解
を
深
め
る

た
め
の
討
議
が
な
さ
れ
た
。
各
宗
教
の
祈
祷
体
験

世
界
宗
教
議
会
と
Ｒ
Ｙ
Ｓ

キ
リ
ス
ト
教
史
に
お
い
て
20
世
紀
を
迎
え
る

頃
、
世
界
的
な
教
会
一
致
運
動
（
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ

ム
運
動
）
が
起
こ
っ
た
。
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の

精
神
に
立
ち
返
り
、
教
派
間
の
争
い
を
や
め
一
つ

の
有
機
的
な
共
同
体
と
な
る
努
力
が
１
世
紀
続
く

こ
と
に
な
る
。
文
総
裁
は
こ
の
潮
流
を
と
ら
え
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
も
用
意
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
時
、世
界
経
典
の
編
纂
の
提
案
が
な
さ
れ
、

５
年
の
歳
月
を
か
け
、
世
界
平
和
宗
教
連
合
創
設

時
に
『
世
界
経
典
〜
諸
聖
典
の
比
較
選
集
』
と
し

て
上
梓
さ
れ
た
。
こ
の
作
業
を
通
し
て
、
宗
教
の

教
え
る
真
理
は
7
割
方
共
通
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
ま
た
、宗
教
者
青
年
奉
仕
団
（
Ｒ
Ｙ
Ｓ
）

が
創
設
さ
れ
、
青
年
宗
教
指
導
者
が
宗
派
を
超
え

て
祈
り
と
奉
仕
の
生
活
を
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。

第
２
回
世
界
宗
教
議
会

１
９
９
０
年
８
月
15
日
に
「
青
年
と
社
会
へ
の

宗
教
的
遺
産
の
伝
達
」
を
主
題
と
す
る
第
2
回
世

界
宗
教
議
会
が
米
国
・
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
開

催
さ
れ
、
70
カ
国
５
０
０
人
が
参
加
し
た
。
真
の

愛
に
根
差
し
た
平
和
な
世
界
を
築
く
こ
と
は
、
宗

教
の
共
通
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
。
共
通
の
価
値

と
目
的
を
社
会
に
還
元
し
、
未
来
を
担
う
青
年
に

伝
達
し
て
い
く
こ
と
が
企
図
さ
れ
た
。
そ
れ
は
創

設
者
の
基
調
講
演
「
真
の
愛
の
伝
承
と
伝
統
」
に

も
表
れ
て
お
ら
れ
、
持
続
的
な
活
動
展
開
の
た
め

「
世
界
平
和
宗
教
連
合
（
Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ｗ
Ｐ
）」
の
創
設

が
提
唱
さ
れ
た
。

宗教性の復興と世界平和特 集

「青年と社会への宗教的遺産の伝達」をテーマに行われた第２回世界宗教議会
には 70 カ国から 500 人が参加した（1990 年 8 月 15 ～ 21 日＝米・サンフ
ランシスコ）
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Ｕ
Ｐ
Ｆ
超
宗
教
平
和
運
動

中
東
平
和
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ

Ｕ
Ｐ
Ｆ
は
、世
界
平
和
超
宗
教
超
国
家
連
合（
Ｉ

Ｉ
Ｆ
Ｗ
Ｐ
）
か
ら
継
承
し
た
宗
教
間
対
話
と
協
力

を
促
進
す
る
平
和
構
築
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
推
進
し
て
い
る
。
代
表
的
な
も
の
の
１
つ
が
中

東
平
和
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
（
Ｍ
Ｅ
Ｐ
Ｉ
）
で
あ
る
。

２
０
１
５
年
１
月
１
日
に
Ｕ
Ｐ
Ｆ
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
が
出
し
た
「
中
東
和
平
に
関
す
る
Ｕ
Ｐ

Ｆ
声
明
」
の
中
に
も
、「
宗
教
間
の
対
話
は
、
相

互
理
解
、
尊
重
、
協
力
を
促
進
し
、
こ
れ
を
基
盤

と
し
て
、
宗
教
は
信
者
の
最
終
的
な
救
い
だ
け
で

な
く
、
こ
の
世
界
の
平
和
と
人
類
の
発
展
に
大
き

く
貢
献
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
宗
教
は
、
世
界
の

世
界
平
和
宗
教
連
合
と

超
宗
教
超
国
家
連
合

２
度
の
世
界
宗
教
議
会
を
礎
石
と
し
て
、

１
９
９
１
年
８
月
27
日
、
韓
国
ソ
ウ
ル
に
お
い
て

『
世
界
平
和
宗
教
連
合
（
Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ｗ
Ｐ
）』
が
創
設

さ
れ
た
。
間
も
な
く
迎
え
る
新
し
い
千
年
紀
の
人

類
に
自
由
と
幸
福
な
世
界
が
も
た
ら
さ
れ
る
よ

う
、
世
界
の
宗
教
が
果
た
す
べ
き
使
命
に
つ
い
て

創
設
者
の
基
調
講
演
が
な
さ
れ
た
。
タ
イ
ト
ル
は

「
平
和
世
界
の
た
め
の
宗
教
の
使
命
」。

そ
こ
で
は
、
宗
教
者
が
、
真
の
愛
の
体
現
者
と

し
て
生
活
実
践
の
模
範
を
示
し
、
万
民
救
援
と
平

和
理
想
世
界
の
実
現
の
た
め
に
、
宗
派
の
違
い
を

越
え
て
連
携
す
る
こ
と
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

Ｉ
Ｒ
Ｆ
Ｗ
Ｐ
創
設
の
翌
日
、
政
治
指
導
者
ら

が
集
う
『
世
界
平
和
連
合
（
Ｆ
Ｗ
Ｐ
）』
が
創
設

さ
れ
た
。
双
子
の
よ
う
に
誕
生
し
た
こ
の
２
つ

の
連
合
は
、
１
９
９
９
年
２
月
６
日
に
統
合
さ

れ
、『
世
界
平
和
超
宗
教
超
国
家
連
合
（
Ｉ
Ｉ
Ｆ

Ｗ
Ｐ
）』
へ
と
昇
華
さ
れ
て
い
く
。
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｗ
Ｐ

は
、
創
設
者
の
掲
げ
る
平
和
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
共

鳴
し
、
そ
の
実
現
を
願
う
各
界
各
層
の
指
導
者

を
「
平
和
大
使
」
に
任
命
に
、
各
人
の
経
験
と

知
恵
が
よ
り
有
効
に
生
か
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。

こ
う
し
て
、
80
年
代
半
ば
か
ら
世
界
的
な
レ
ベ

ル
で
着
手
さ
れ
た
宗
教
和
合
一
致
運
動
は
、
21
世

紀
を
前
に
し
て
、
政
治
分
野
と
の
協
力
形
態
を
整

え
、
Ｕ
Ｐ
Ｆ
へ
と
昇
華
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

国
連
シ
ス
テ
ム
に
宗
教
者
の
声
代
弁
す
る
機
構
を

Part
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ハ
イ
ラ
イ
ト
は
、
エ
ル
サ
レ
ム
旧
市
街
の
平
和

行
進
だ
っ
た
。
彼
ら
は
手
を
取
り
合
っ
て
〝
ピ
ー

ス
〞〝
シ
ャ
ロ
ー
ム
〞〝
サ
ラ
マ
レ
イ
ク
ム
〞（
い

ず
れ
も
平
和
の
意
）
の
声
を
響
か
せ
な
が
ら
歩
い

た
。
最
後
に
一
同
が
感
謝
の
祈
祷
を
捧
げ
る
時
、

ユ
ダ
ヤ
教
の
ラ
ビ
が
大
声
を
上
げ
て
泣
き
な
が
ら

祈
っ
た
。
二
千
年
こ
の
方
イ
エ
ス
を
誤
解
し
、
キ

リ
ス
ト
教
徒
を
憎
ん
で
き
た
こ
と
を
悔
い
改
め

た
。
傍
ら
に
立
つ
キ
リ
ス
ト
教
指
導
者
に
も
赦
し

を
請
い
始
め
た
。
こ
れ
に
呼
応
し
て
キ
リ
ス
ト
教

の
司
教
も
頭
を
垂
れ
て
、
悔
い
改
め
の
言
葉
を
述

べ
た
。
両
者
に
は
、
同
じ
親
を
も
つ
兄
弟
の
ご
と

き
感
情
が
芽
生
え
、涙
の
和
解
へ
と
つ
な
が
っ
た
。

詩
篇
の
中
に
「
見
よ
、
兄
弟
が
共
に
座
っ
て
い

る
。
な
ん
と
い
う
恵
み
、な
ん
と
い
う
喜
び
。」（
詩

編
１
３
３
：
１
）
と
言
う
讃
美
の
歌
が
あ
る
。
兄

弟
が
わ
だ
か
ま
り
を
解
い
て
、
仲
良
く
と
も
に
い

る
姿
は
麗
し
く
楽
し
い
こ
と
だ
と
い
う
。
中
東
平

和
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
の
中
で
ユ
ダ
ヤ
教
、
キ
リ
ス
ト

教
が
祈
り
の
内
に
憧
れ
て
き
た
光
景
が
目
の
前
に

顕
現
し
た
か
の
よ
う
な
一
時
だ
っ
た
。

中
東
平
和
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
は
イ
ス
ラ
エ
ル
で
の

大
規
模
な
会
議
を
定
期
的
に
重
ね
、
40
回
を
過
ぎ

て
以
降
は
、
地
域
に
根
差
し
た
小
規
模
な
会
合
や

平
和
の
た
め
の
主
導
的
な
声
と
主
導
力
と
な
る
こ

と
が
で
き
、
ま
た
そ
う
あ
る
べ
き
だ
」
と
謳
っ
て

い
る
。

中
東
平
和
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
が
始
ま
っ
た
の
は

２
０
０
３
年
５
月
。
９・11
同
時
多
発
テ
ロ
の
後
、

「
経
典
の
民
」
と
言
わ
れ
る
ユ
ダ
ヤ
教
、
キ
リ
ス

ト
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
代
表
が
エ
ル
サ
レ
ム
で
の

会
議
に
招
集
さ
れ
、
対
話
の
テ
ー
ブ
ル
に
着
い

た
。
同
じ
テ
ー
ブ
ル
に
着
く
こ
と
さ
え
難
し
か
っ

た
が
、
相
互
に
敬
意
を
も
っ
て
臨
む
中
歩
み
寄
り

が
見
ら
れ
た
。

日
常
的
な
実
践
活
動
を
展
開
し
な
が
ら
継
続
し
て

い
る
。

国
連
改
革
運
動
の
現
在

Ｕ
Ｐ
Ｆ
は
、
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｗ
Ｐ
の
国
連
改
革
構
想
を

継
承
し
、
以
来
、
国
連
加
盟
国
に
宗
教
・
宗
派
間

の
対
話
と
協
力
に
真
剣
に
取
り
組
む
よ
う
、
ま
た

宗
教
者
の
声
を
代
表
す
る
正
式
の
場
と
し
て
何
ら

か
の
機
関
を
国
連
シ
ス
テ
ム
内
部
に
設
け
る
よ

う
、
積
極
的
な
働
き
か
け
を
行
っ
て
き
た
。

ひ
と
つ
の
成
果
は
、
２
０
１
０
年
の
国
連
総

会
で
、「
世
界
異
教
徒
間
の
調
和
週
間
（W

orld 
Interfaith Harm

ony W
eek

）」
の
行
事
を
毎
年

挙
行
す
る
よ
う
求
め
る
決
議
を
採
択
さ
れ
た
こ
と

だ
。
こ
の
決
議
の
実
現
に
は
ヨ
ル
ダ
ン
が
中
心
と

な
り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
も
国
連
が
取
り
組
ん

で
い
る
地
球
的
課
題
の
解
決
に
は
宗
教
間
対
話

の
促
進
不
可
欠
だ
と
積
極
的
な
取
組
を
見
せ
た
。

２
０
１
１
年
よ
り
、
毎
年
２
月
第
１
週
を
「
世
界

異
教
徒
間
の
調
和
週
間
」
と
し
て
、
世
界
各
地
で

記
念
行
事
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

Ｕ
Ｐ
Ｆ̶

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
で
も
、
Ｉ
Ａ
Ｐ
Ｄ̶

Ｊ

ａ
ｐ
ａ
ｎ
の
宗
教
者
平
和
大
使
ら
が
中
心
と
な
っ

て
、
毎
年
記
念
行
事
を
行
っ
て
き
た
。

宗教性の復興と世界平和特 集

UPF の代表的な超宗教平和運動の 1つである中東平和イニシアチブ
（MEPI）。ユダヤ教、キリスト教、イスラム教の代表が手を取り合い、
ヨルダン川西岸やガザ地域などで平和行進を行った（2004 年 9月）
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解
決
す
る
た
め
に
よ
り
効
果
的
に
働
く
こ
と
が
出

来
る
。

キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
、
ユ
ダ
ヤ
教
、

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
、
仏
教
、
シ
ー
ク
教
、
ジ
ャ
イ
ナ

教
、
神
道
、
そ
の
他
の
宗
教
者
は
相
互
に
協
力
す

る
だ
け
で
な
く
、
各
宗
教
の
開
祖
や
私
た
ち
の
先

祖
、
す
べ
て
の
人
々
が
思
い
描
い
て
き
た
世
界
を

建
設
す
る
た
め
に
は
、
政
府
、
市
民
社
会
、
民
間

団
体
の
指
導
者
た
ち
と
も
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
共

に
働
く
べ
き
で
あ
る
」

こ
れ
を
受
け
て
、
各
国
で
も
Ｉ
Ａ
Ｐ
Ｄ
支
部
が

作
ら
れ
て
い
く
が
、
日
本
で
は
、
２
０
１
８
年
12

月
に
結
成
式
が
行
わ
れ
た
。
Ｕ
Ｐ
Ｆ
が
主
催
す
る

国
際
会
議
で
、
ダ
グ
ラ
ス
・
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
博
士

の
講
演
で
宗
教
が
国
家
間
の
紛
争
解
決
に
有
用
な

働
き
を
し
て
き
た
実
例
を
紹
介
さ
れ
た
。
ト
ー
マ

Ｕ
Ｐ
Ｆ
は
、
世
界
平
和
超
宗
教
超
国
家
連
合
が

そ
の
前
身
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
政
治
分
野
と
宗
教

分
野
の
協
力
を
主
軸
と
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
、
学

術
、
言
論
、
経
済
等
の
諸
分
野
の
平
和
大
使
ら
が

協
力
し
て
世
界
平
和
を
な
す
た
め
の
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ

で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
く
。２
０
１
６
年
に
、

政
治
分
野
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
Ｉ
Ａ
Ｐ
Ｐ
を

設
立
。
続
い
て
２
０
１
７
年
11
月
13
日
に
、
Ｉ
Ａ

Ｐ
Ｄ
（Inter religious association for Peace 

and Developm
ent

：
平
和
と
開
発
の
た
め
の
宗

教
者
協
議
会
）
が
設
立
さ
れ
た
。

韓
国
ソ
ウ
ル
で
Ｉ
Ａ
Ｐ
Ｄ
結
成
を
決
議

韓
国
ソ
ウ
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
国
際
宗
教

者
指
導
者
会
議
に
参
加
し
た
４
０
０
名
の
宗
教
者

の
総
意
と
し
て
、Ｉ
Ａ
Ｐ
Ｄ
の
結
成
を
決
議
し
た
。

そ
の
決
議
文
に
、
次
の
よ
う
に
謳
っ
た
。

「
歴
史
的
に
見
て
、
宗
教
は
、
人
々
を
暗
闇
か

ら
光
へ
と
導
き
、
道
徳
の
基
盤
を
確
立
し
、
良
き

社
会
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
提
供
し
な
が
ら
、
人
類
に
指

針
を
与
え
て
き
た
。
偉
大
な
宗
教
の
伝
統
的
教
え

と
諸
聖
典
は
、
人
類
最
高
の
宝
物
で
あ
る
。
し
か

し
、
私
た
ち
の
不
足
の
ゆ
え
に
、
各
々
の
宗
教
伝

統
の
な
か
に
謳
わ
れ
て
い
る
普
遍
的
な
理
想
を
具

現
化
で
き
な
か
っ
た
ば
か
り
か
、
し
ば
し
ば
宗
教

が
紛
争
の
種
と
も
な
っ
て
き
た
こ
と
も
事
実
で
あ

る
。私

た
ち
は
、宗
教
間
の
分
裂
的
傾
向
を
克
服
し
、

対
話
、相
互
尊
重
、協
力
を
促
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

貧
困
、
飢
餓
、
不
正
、
環
境
悪
化
、
家
族
崩
壊
、

腐
敗
、
紛
争
、
暴
力
な
ど
、
現
代
の
重
要
課
題
を

人
々
の
抱
え
る
問
題
解
決
の
た
め
に
手
を
取
り
合
う
宗
教
者

Ｉ
Ａ
Ｐ
Ｄ
の
創
設
と
日
本
の
活
動

Part

3
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た
。
そ
の
う
え
で
、
10
人
の
代
表
者
が
登
壇
し
、

合
水
式
と
祈
祷
を
捧
げ
た
。

日
本
で
Ｉ
Ａ
Ｐ
Ｄ
結
成
に
至
っ
た
の
は
、
そ
れ

ま
で
に
超
宗
教
平
和
運
動
に
参
加
協
力
し
て
き
た

宗
教
者
平
和
大
使
の
努
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
。
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｗ
Ｐ
創
設
以
来
、
宗
教
者
平
和
大
使

は
、定
期
的
に
「
超
宗
教
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
、

相
互
の
宗
教
伝
統
を
尊
重
し
、
相
互
理
解
を
深
め

な
が
ら
、
Ｕ
Ｐ
Ｆ
の
目
的
に
資
す
る
活
動
を
展
開

し
て
き
た
。
こ
こ
で
は
、
宗
教
者
の
本
義
は
、
祈

り
に
基
づ
く
愛
の
実
践
で
あ
る
と
と
ら
え
、
そ
れ

ぞ
れ
の
伝
統
に
立
っ
た
祈
り
を
重
ん
じ
な
が
ら
、

人
々
の
抱
え
る
問
題
解
決
の
た
め
に
手
を
取
り

合
っ
て
き
た
。
ち
ょ
う
ど
１
０
０
回
を
数
え
て
Ｉ

Ａ
Ｐ
Ｄ̶
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
の
結
成
に
至
っ
た
。

震
災
犠
牲
者
の
追
悼
と

被
災
地
の
復
興
を
祈
る

２
０
１
１
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大

震
災
の
折
に
、
福
島
の
原
子
力
発
電
所
の
事
故
が

早
期
に
解
決
で
き
る
よ
う
、
す
ぐ
さ
ま
連
絡
を
取

り
合
っ
て
祈
っ
た
。
ま
た
、
犠
牲
者
の
追
悼
と
被

災
地
の
復
旧
復
興
の
た
め
の
祈
り
を
毎
年
重
ね
て

ス・ウ
ォ
ル
シ
ュ
Ｕ
Ｐ
Ｆ
国
際
議
長
（
当
時
）
が
、

Ｕ
Ｐ
Ｆ
の
運
動
と
Ｉ
Ａ
Ｐ
Ｄ
創
設
の
意
義
を
語
っ

き
た
。

２
０
１
４
年
３
月
に
は
、
甚
大
な
津
波
の
被
害

の
あ
っ
た
石
巻
市
南
浜
地
区
に
赴
き
、「
が
ん
ば

ろ
う
！
石
巻
」
の
看
板
の
前
に
備
え
ら
れ
た
祭
壇

で
献
花
、
祈
祷
を
捧
げ
、
そ
の
後
、
高
台
の
霊
園

で
犠
牲
者
の
遺
族
を
も
迎
え
「
第
三
回
東
日
本
大

震
災
犠
牲
社
追
悼
慰
霊
祭
」
を
厳
粛
に
捧
げ
た
。

３
月
に
入
っ
た
と
は
い
え
、
激
し
い
寒
風
が
吹
き

つ
け
る
中
、
祈
る
宗
教
者
は
骨
身
に
染
み
る
寒
さ

を
体
験
し
、
当
日
犠
牲
者
た
ち
が
味
わ
っ
た
苦
労

を
偲
ん
だ
。

さ
ら
に
、国
連
が
定
め
た
「
諸
宗
教
調
和
週
間
」

や
「
国
際
平
和
デ
ー
」
な
ど
を
記
念
す
る
行
事
に

も
、
Ｕ
Ｐ
Ｆ̶

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
の
一
員
と
し
て
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

２
０
１
９
年
10
月
に
Ｕ
Ｐ
Ｆ̶

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
主

催
の
Ｊ
Ｓ
Ｌ
Ｃ
２
０
１
９
が
開
催
さ
れ
た
折
、
ド

ミ
ニ
カ
国
の
カ
ト
リ
ッ
ク
枢
機
卿
と
日
本
の
神

道
、
仏
教
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
代
表
が
開
会
の
祈
祷

を
捧
げ
た
。
ま
た
、
国
際
会
議
後
に
、
枢
機
卿
を

京
都
に
案
内
。
日
本
26
聖
人
発
祥
の
地
と
元
和
キ

リ
シ
タ
ン
殉
教
地
を
巡
礼
し
た
。
殉
教
地
で
は
、

枢
機
卿
と
仏
教
僧
侶
が
殉
教
者
の
為
に
手
を
取
り

合
っ
て
祈
る
場
面
が
あ
っ
た
。

宗教性の復興と世界平和特 集

「宗教者の本義は、祈りに基づく愛の実践である」との考えを共有する日本の宗教者平和大使らも手を取り合って問
題解決のための実践をしている（第 3回東日本大震災犠牲者追悼超宗教慰霊祭＝ 2014 年 3月・石巻市）



世界思想   2024 年５月号   vol.61 16

同
性
同
士
の
結
婚
を
認
め
な
い
民

法
な
ど
の
規
定
は
憲
法
に
違
反
す
る

と
し
て
、
北
海
道
の
同
性
カ
ッ
プ
ル

３
組
が
国
に
計
約
６
０
０
万
円
の
損

害
賠
償
を
求
め
て
い
た
、
い
わ
ゆ
る

「
結
婚
の
自
由
を
す
べ
て
の
人
に
」

訴
訟
の
控
訴
審
判
決
が
３
月
14
日
、

札
幌
高
裁
で
行
わ
れ
た
。

同
性
婚
を
巡
る
訴
訟
は
こ
れ
ま

で
、
同
性
カ
ッ
プ
ル
な
ど
が
全
国
５

地
域
（
札
幌
、東
京
、名
古
屋
、大
阪
、

福
岡
）
に
計
６
件
起
こ
し
た
。
い
ず

れ
も
主
な
争
点
と
な
っ
た
の
は
、
異

性
間
の
婚
姻
を
前
提
と
し
た
民
法
や

戸
籍
法
の
規
定
が
①
「
婚
姻
は
両
性

の
合
意
の
み
に
基
づ
い
て
成
立
す

る
」
と
し
た
憲
法
24
条
１
項
②
「
婚

姻
や
家
族
に
関
す
る
法
律
は
個
人
の

尊
厳
に
立
脚
し
て
制
定
す
る
」
と
し

た
24
条
２
項
③
「
国
民
は
法
の
下
に

平
等
で
あ
り
、
差
別
さ
れ
な
い
」
と

い
う
「
法
の
下
の
平
等
」
を
定
め
た

14
条
１
項
―
―
に
違
反
す
る
か
ど
う

か
だ
っ
た
。

こ
の
度
の
札
幌
高
裁
で
の
判
決

は
、
全
国
５
地
裁
に
起
こ
さ
れ
た
同

種
訴
訟
で
初
の
高
裁
判
決
と
い
う
こ

と
で
注
目
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
加

え
、
こ
れ
ま
で
の
地
裁
で
の
判
決
に

比
べ
て
「
非
常
に
踏
み
込
ん
だ
」
判

決
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
各
紙
で
大

き
く
取
上
げ
ら
れ
た
。
同
性
同
士
の

婚
姻
を
認
め
な
い
規
定
を
、
前
述
の

３
つ
の
観
点
か
ら
み
て
全
て
「
違

憲
」
だ
と
す
る
判
断
を
初
め
て
下
し

た
の
だ
。
札
幌
地
裁
で
は
認
め
ら
れ

な
か
っ
た
婚
姻
の
自
由
を
巡
る
違
憲

性
に
踏
み
込
ん
だ
結
果
と
な
り
、
関

係
者
に
と
っ
て
驚
き
の
判
決
と
な
っ

た
。整

理
す
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
５
地

裁
に
お
け
る
判
断
で
い
ず
れ
も
共
通

し
て
い
た
の
は
、
憲
法
24
条
１
項
に

つ
い
て
婚
姻
は
あ
く
ま
で
も
「
両

性
」、
す
な
わ
ち
「
異
性
」
の
合
意

で
成
さ
れ
る
も
の
と
解
釈
し
、
よ
っ

て
国
の
婚
姻
に
係
る
規
定
は「
合
憲
」

だ
と
い
う
判
断
だ
っ
た
。
一
方
で
札

幌
高
裁
の
斎
藤
清
文
裁
判
長
は
、
24

条
１
項
の
文
言
は
異
性
間
の
婚
姻
を

定
め
た
規
定
だ
と
認
め
な
が
ら
も
、

こ
こ
に
は
「『
人
と
人
と
の
結
び
つ

き
と
し
て
の
婚
姻
』
に
つ
い
て
定
め

た
趣
旨
が
あ
る
」
と
し
て
、「
憲
法

は
同
性
婚
も
保
障
す
る
も
の
だ
」
と

い
う
、
な
ん
と
も
無
茶
苦
茶
で
驚
く

べ
き
解
釈
を
し
て
み
せ
た
の
だ
。

こ
の
結
果
に
つ
い
て
、
各
紙
の
評

価
は
様
々
だ
っ
た
。
３
月
15
日
の
産

経
新
聞
の
社
説
は
「
国
民
常
識
と
隔

境
文
子
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「
憲
法
は
同
性
婚
も
保
障
す
る
」
札
幌
高
裁
の
驚
き
の
憲
法
解
釈
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た
り
不
当
だ
」と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、

こ
の
判
決
は
「
憲
法
の
条
文
を
な
い

が
し
ろ
に
す
る
、
ご
都
合
主
義
だ
」

と
述
べ
た
。
ま
た
、「
婚
姻
制
度
は

男
女
の
夫
婦
が
子
供
を
産
み
育
て
な

が
ら
共
同
生
活
を
送
る
関
係
に
法
的

保
護
を
与
え
る
目
的
が
あ
る
。
同
性

愛
者
な
ど
性
的
少
数
者
へ
の
差
別
解

消
や
権
利
擁
護
と
、
結
婚
や
家
族
の

在
り
方
の
議
論
は
分
け
て
考
え
る
べ

き
」
だ
と
批
判
し
た
。

一
方
で
、
毎
日
新
聞
の
３
月
16
日

の
社
説
で
は
「
同
性
間
に
も
『
婚
姻

の
自
由
』
尊
厳
を
守
る
画
期
的
判
決

だ
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
こ
の
結
果

を
大
い
に
歓
迎
し
、「
同
性
愛
者
と

異
性
愛
者
が
社
会
的
に
区
別
さ
れ
る

い
わ
れ
は
な
い
。
と
も
に
個
人
と
し

て
尊
重
さ
れ
る
べ
き
だ
と
明
確
に
示

し
た
画
期
的
判
断
」だ
と
評
価
し
た
。

相
反
す
る
こ
れ
ら
の
評
価
に
象
徴
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
同
性
婚
に
つ
い

て
は
「
子
供
を
産
み
育
て
保
護
す
る

と
い
う
家
庭
の
役
割
」
と
、「
個
人

の
権
利
と
自
由
」
と
い
う
あ
る
意
味

次
元
が
全
く
異
な
る
観
点
で
議
論
が

な
さ
れ
て
き
て
お
り
、
い
つ
ま
で
も

平
行
線
を
た
ど
っ
て
い
る
よ
う
な
状

況
が
続
い
て
い
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
憲
法
24
条
１
項

に
対
す
る
札
幌
高
裁
の
今
回
の
解
釈

は
、
産
経
新
聞
の
言
葉
通
り
、
国
民

常
識
と
あ
ま
り
に
も
隔
た
り
が
あ
り

普
通
で
は
考
え
ら
れ
な
い
解
釈
で
あ

る
と
言
え
よ
う
。
一
般
常
識
か
ら
考

え
て
「
両
性
」
は
「
異
性
」
の
こ
と

で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
今
回
の
よ
う
に

曲
解
す
る
こ
と
が
可
能
な
ら
ば
、
憲

法
の
文
言
は
全
て
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る

解
釈
が
可
能
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら

な
い
だ
ろ
う
か
。こ
こ
ま
で
く
る
と
、

憲
法
と
は
何
な
の
か
、
法
治
国
家
と

は
何
な
の
か
、
よ
く
分
か
ら
な
く
な

る
。と

こ
ろ
で
、
日
本
維
新
の
会
の
松

浦
大
悟
元
参
議
院
議
員
（
自
身
も
同

性
愛
者
で
あ
る
と
公
言
）
は
メ
デ
ィ

ア
で
は
ほ
と
ん
ど
語
ら
れ
な
か
っ
た

あ
る
内
容
に
つ
い
て
Ｘ
上
で
指
摘
し

た
。
札
幌
高
裁
の
判
決
要
旨
全
文
に

は
、「
同
性
婚
立
法
の
在
り
方
に
は

多
種
多
様
な
方
法
が
考
え
ら
れ
、
設

け
る
べ
き
制
度
内
容
が
一
義
的
に
明

確
で
あ
る
と
は
い
い
難
い
」
と
述
べ

ら
れ
て
お
り
、「
つ
ま
り
札
幌
高
裁

は
、
現
存
す
る
異
性
間
の
婚
姻
制
度

に
同
性
愛
カ
ッ
プ
ル
を
包
含
す
べ
き

と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
異
性

間
の
婚
姻
制
度
と
は
切
り
離
し
た
別

建
て
の
制
度
で
も
問
題
な
し
と
言
っ

て
い
る
」
と
解
説
を
加
え
た
。

つ
ま
り
同
氏
は
、
メ
デ
ィ
ア
は
判

決
内
容
の
都
合
の
良
い
部
分
だ
け
を

切
り
取
っ
て
報
道
を
し
、
高
裁
が
い

か
に
も
「
同
性
婚
を
異
性
婚
と
同
様

の
も
の
と
し
て
扱
う
べ
き
」
と
の
判

断
を
下
し
た
か
の
よ
う
に
印
象
操
作

を
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
。
同
氏
は
「
こ
こ
が
一
番
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
な
ん
だ
よ
。
マ
ス
コ
ミ
に

は
し
っ
か
り
し
て
ほ
し
い
」
と
苦
言

を
呈
し
た
。

今
後
札
幌
以
外
の
一
連
の
訴
訟

も
、
地
裁
の
判
断
の
是
非
が
高
裁
で

示
さ
れ
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
札
幌
高
裁
の
驚
く

べ
き
判
決
は
今
後
の
司
法
判
断
に
も

影
響
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
今

回
の
判
決
の
よ
う
に
、
常
識
か
ら
大

き
く
逸
脱
し
た
憲
法
解
釈
が
続
く
こ

と
に
な
れ
ば
、
国
民
か
ら
の
司
法
に

対
す
る
信
頼
を
損
な
う
こ
と
は
お
ろ

か
、
同
性
愛
者
に
対
す
る
要
ら
ぬ
差

別
の
助
長
を
逆
に
招
き
か
ね
な
い
。

法
を
司
る
者
と
し
て
、
裁
判
官
に

は
自
ら
が
下
す
判
断
が
国
に
大
き
く

影
響
を
及
ぼ
し
得
る
こ
と
を
再
度
自

覚
し
な
が
ら
、
そ
の
威
信
と
プ
ラ
イ

ド
に
か
け
て
司
法
の
場
に
臨
ん
で
く

れ
る
こ
と
を
、
国
民
と
し
て
は
切
に

願
い
た
い
。

情報スキャン ｜ 国内 ｜ 境 文子
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３
月
22
日
夜
、
ロ
シ
ア
・
モ
ス
ク

ワ
郊
外
の
ク
ラ
ス
ノ
ゴ
ル
ス
ク
に
あ

る
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
で
凄せ

い
惨さ

ん
な
テ

ロ
事
件
が
起
き
た
。
ロ
ッ
ク
コ
ン

サ
ー
ト
の
公
演
前
に
迷
彩
服
を
着
た

武
装
集
団
が
ス
テ
ー
ジ
や
客
席
か
ら

侵
入
し
て
無
差
別
に
銃
撃
。
約
20
分

に
及
び
、
死
者
は
１
５
０
人
を
超
え

た
。
ロ
シ
ア
当
局
は
現
在
、
犯
人
と

し
て
11
人
を
拘
束
し
て
い
る
。

事
件
直
後
、「
イ
ス
ラ
ム
国
」（「
イ

ス
ラ
ム
国
ホ
ラ
サ
ン
州
」）
が
犯
行

声
明
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
し
た
こ
と
を

ロ
イ
タ
ー
通
信
が
報
じ
た
。

犯
行
は
残
虐
を
極
め
た
。「
イ
ス

ラ
ム
国
」
系
列
の
ア
マ
ク
通
信
に
は

23
日
、
実
行
犯
が
撮
影
し
た
と
さ
れ

る
動
画
が
投
稿
さ
れ
た
。
約
１
分
半

の
動
画
で
は
、
男
ら
が
歩
き
な
が
ら

銃
を
撃
ち
、
倒
れ
た
男
性
の
喉
を
繰

り
返
し
ナ
イ
フ
で
切
り
裂
い
た
り
し

て
お
り
、「
自
動
小
銃
を
手
に
取
り

殺
せ
」「
異
教
徒
は
倒
さ
れ
る
」
と

い
っ
た
ア
ラ
ビ
ア
語
の
字
幕
が
つ
け

ら
れ
て
い
た
。

露
治
安
当
局
に
近
い
メ
デ
ィ
ア

「
バ
ザ
」
に
よ
れ
ば
、
子
供
を
か
ば

お
う
と
し
て
抱
き
合
っ
た
ま
ま
で
殺

さ
れ
て
い
る
母
子
の
姿
も
あ
る
。

プ
ー
チ
ン
露
大
統
領
は
事
件
直

後
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
関
連
付
け
て
演

説
、
実
行
犯
は
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
向

け
て
逃
亡
し
よ
う
と
し
て
い
た
」「
ウ

ク
ラ
イ
ナ
と
の
国
境
を
越
え
る
た
め

の
『
窓
口
』
が
用
意
さ
れ
て
い
た
」

と
強
調
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
対
す
る
軍

事
行
動
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
府
の
ミ
ハ
イ
ロ
・

ボ
ド
リ
ャ
ク
大
統
領
顧
問
は
23
日
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
同
国
の
関
与
を
否
定
。
米

政
府
の
ジ
ョ
ン
・
カ
ー
ビ
ー
大
統
領

補
佐
官
は
記
者
会
見
で
「
ウ
ク
ラ
イ

ナ
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
の
関
与
を
示
す

も
の
は
な
い
」
と
強
調
し
た
の
で
あ

る
。

実
は
、
事
前
に
米
国
に
よ
る
「
警

告
」
が
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
。
在
ロ
シ
ア
米
国
大
使

館
が
３
月
７
日
、
モ
ス
ク
ワ
で
「
コ

ン
サ
ー
ト
を
含
む
大
規
模
な
集
会
」

を
標
的
に
し
た
テ
ロ
を
起
こ
す
計
画

が
あ
る
こ
と
を
公
表
し
て
お
り
、
そ

の
内
容
を
大
使
館
の
Ｈ
Ｐ
に
掲
示

し
、
さ
ら
に
ロ
シ
ア
政
府
に
も
直
接

に
伝
え
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
ロ
シ
ア
政
府
は
、
米
国

か
ら
の
警
告
に
対
し
て
「
異
常
」
と

も
い
え
る
反
応
を
示
し
た
。
３
月
19

日
、
プ
ー
チ
ン
氏
は
演
説
で
、
米
大

使
館
の
「
警
戒
警
報
」
に
つ
い
て

ロ
シ
ア
は
「
２
正
面
作
戦
」
を
強
い
ら
れ
る

評
論
家

神
保  

房
雄

モ
ス
ク
ワ
・
テ
ロ
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「
社
会
を
威
嚇
し
、
不
安
定
化
さ
せ

る
」
こ
と
を
目
的
と
し
た
米
欧
諸
国

に
よ
る
「
明
白
な
脅
迫
だ
」
と
一
蹴

し
た
の
で
あ
る
。
プ
ー
チ
ン
氏
の
対

米
不
信
が
客
観
的
判
断
を
狂
わ
せ
て

し
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。
明
ら
か
な

プ
ー
チ
ン
氏
の
判
断
ミ
ス
で
あ
る
。

「
イ
ス
ラ
ム
国
」
は
こ
れ
ま
で
、

中
東
シ
リ
ア
の
軍
事
介
入
を
め
ぐ
っ

て
、
常
に
ロ
シ
ア
を
敵
視
し
続
け
て

き
た
。
犯
行
の
関
与
を
主
張
し
て
い

る
の
は「
イ
ス
ラ
ム
国
ホ
ラ
サ
ン
州
」

だ
。
現
在
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
な
ど
で

テ
ロ
を
続
け
る
一
派
で
あ
り
、
最
近

注
目
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
２
０
２
２

年
９
月
に
は
在
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
ロ

シ
ア
大
使
館
前
で
自
爆
テ
ロ
を
起
こ

し
て
い
る
。

ロ
シ
ア
は
近
年
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

略
を
継
続
す
る
た
め
、
イ
ス
ラ
ム
教

シ
ー
ア
派
大
国
・
イ
ラ
ン
と
の
軍
事

協
力
を
強
化
し
、
イ
ラ
ン
を
後
ろ
盾

に
す
る
シ
ー
ア
派
組
織
ヒ
ズ
ボ
ラ
へ

の
肩
入
れ
も
強
め
て
い
る
。
今
回
、

ス
ン
ニ
派
組
織
で
あ
る
「
イ
ス
ラ
ム

国
」
が
ロ
シ
ア
を
標
的
と
し
た
背
景

と
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

今
後
の
展
開
は
不
透
明
さ
を
増

す
。
５
月
に
は
通
算
５
期
目
の
大
統

領
就
任
式
が
行
わ
れ
る
が
、
プ
ー
チ

ン
氏
は
こ
の
テ
ロ
を
契
機
に
、
国
内

の
統
制
を
さ
ら
に
強
め
る
こ
と
に
つ

な
げ
る
の
は
間
違
い
な
い
。
プ
ー
チ

ン
政
権
が
米
国
か
ら
の
警
告
を
あ
え

て
見
逃
し
、起
こ
っ
た
テ
ロ
被
害
を
、

国
内
統
制
を
強
め
る
た
め
に
利
用
し

よ
う
と
し
た
可
能
性
も
指
摘
す
る
声

も
あ
る
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ポ
ド
リ
ャ
ク
氏

は
、
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
攻

撃
強
化
に
つ
な
げ
る
の
で
は
な
い

か
。
そ
し
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
露
国

内
を
狙
っ
て
行
う
軍
事
作
戦
の
選
択

肢
は
狭
ま
る
こ
と
を
懸
念
す
る
。

一
方
、
ロ
シ
ア
は
今
後
、「
イ
ス

ラ
ム
国
」
に
対
す
る
対
応
に
力
を
そ

が
れ
る
こ
と
に
な
る
の
は
間
違
い
な

い
。
２
０
１
４
年
、
イ
ラ
ク
北
部
や

シ
リ
ア
に
ま
た
が
る
地
域
で「
国
家
」

樹
立
宣
言
を
行
い
、
過
激
な
思
想
に

感
化
さ
れ
た
戦
闘
員
た
ち
が
、
欧
州

や
中
東
各
地
で
凶
暴
な
テ
ロ
を
繰
り

返
し
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。

シ
リ
ア
の
ア
サ
ド
政
権
を
支
え
る

ロ
シ
ア
は
、
政
権
と
敵
対
す
る
「
イ

ス
ラ
ム
国
」
へ
の
空
爆
を
行
っ
た
こ

と
が
あ
る
。
こ
の
た
め
に
過
去
に
も

ロ
シ
ア
は
「
イ
ス
ラ
ム
国
」
の
標

的
と
な
っ
た
。
２
０
１
５
年
10
月
、

ロ
シ
ア
の
旅
客
機
（
乗
員
・
乗
客

２
２
４
人
）
が
エ
ジ
プ
ト
東
部
シ
ナ

イ
半
島
で
墜
落
し
た
事
件
で
は
、「
イ

ス
ラ
ム
国
」
傘
下
の
組
織
が
撃
墜
を

主
張
し
た
の
で
あ
る
。
理
由
は
「
イ

ス
ラ
ム
国
」
空
爆
に
対
す
る
報
復

だ
っ
た
。

今
回
の
テ
ロ
が
彼
ら
の
仕
業
で
あ

る
と
す
れ
ば
、
今
後
各
国
で
過
激
な

活
動
を
展
開
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

ロ
シ
ア
だ
け
で
な
く
国
際
社
会
に

と
っ
て
の
脅
威
と
受
け
止
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

ロ
シ
ア
が
受
け
た
傷
は
深
い
。
厳

重
な
警
備
態
勢
を
破
ら
れ
て
大
規
模

テ
ロ
許
し
た
の
だ
。
米
国
か
ら
の
警

告
が
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
当
局
は

そ
れ
を
無
視
し
た
。
国
民
の
安
全
を

軽
視
し
て
い
た
と
言
わ
れ
て
も
仕
方

が
な
い
。

事
件
の
１
週
間
前
、
選
挙
で
５
選

を
果
た
し
た
ば
か
り
の
プ
ー
チ
ン
氏

に
と
っ
て
、極
め
て
大
き
な
痛
手
だ
。

被
害
者
や
そ
の
家
族
の
「
思
い
」
が

プ
ー
チ
ン
氏
に
今
後
、
広
が
り
と
深

み
を
も
っ
て
襲
う
こ
と
に
な
る
。
今

後
プ
ー
チ
ン
氏
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と

「
イ
ス
ラ
ム
国
」
の
「
２
正
面
作
戦
」

を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。い
や
、

「
国
民
の
眼
」
を
加
え
て
「
３
正
面
」

か
。

情報スキャン ｜ 国際 ｜ 神保 房雄
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!今月の　テーマ

（
産
経
新
聞
２
０
２
４
年
４
月
４
日
付
）。

こ
の
翻
訳
本
が
注
目
を
集
め
た
の
は
昨
年
12
月

だ
っ
た
。
当
初
は
出
版
大
手
の
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ

Ａ
が
、『
あ
の
子
も
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
な
っ

た

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
伝
染
す
る
性
転
換
ブ
ー
ム
の
悲

劇
』
と
い
う
邦
題
で
刊
行
を
予
定
。
し
か
し
、「
ト

ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
へ
の
差
別
を
助
長
す
る
」
な

ど
の
強
い
批
判
や
抗
議
を
受
け
、
12
月
５
日
に
刊

行
中
止
を
発
表
し
た
。
そ
の
後
、
産
経
新
聞
出
版

で
発
刊
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
の
、
発
売
直
前

の
４
月
初
め
、「
発
売
日
（
３
日
）
に
抗
議
活
動

と
し
て
大
型
書
店
を
放
火
す
る
」
と
い
っ
た
脅
迫

メ
ー
ル
が
出
版
社
に
送
り
付
け
ら
れ
た
。

産
経
新
聞
は
発
売
当
日
の
社
説
で
、「
産
経
新

聞
社
と
産
経
新
聞
出
版
は
こ
の
よ
う
な
脅
迫
に
屈

し
な
い
。
最
大
限
の
言
葉
で
批
判
す
る
。（
中
略
）

翻
訳
本
の
内
容
に
批
判
が
あ
る
な
ら
、
そ
れ
は
あ

く
ま
で
言
論
で
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
、
正

論
で
応
じ
た
。
発
売
日
に
入
手
で
き
な
い
書
店
も

一
部
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
自
信
を
持
っ
て
推
薦
し

た
い
１
冊
だ
。

「
性
別
違
和
の
急
増
」
に
切
り
込
む

本
書
は
「
こ
こ
10
年
、
西
欧
諸
国
で
性
別
違
和

を
訴
え
る
思
春
期
の
子
供
の
数
が
急
激
に
増
え
て

い
る
」
と
い
っ
た
現
実
問
題
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
、

そ
の
「
社
会
的
伝
染
病
」
と
も
呼
ば
れ
る
現
象
に

深
く
切
り
込
ん
で
い
る
。「
性
別
違
和
」と
は
、「
自

分
の
身
体
に
対
し
て
心
の
底
か
ら
絶
え
ず
苦
痛
を

い
だ
い
て
い
る
感
覚
」
で
あ
り
、
自
分
の
心
と
体

の
性
が
一
致
し
な
い
人
々
、「
性
別
違
和
を
も
つ

「
娘
を
持
つ
す
べ
て
の
親
、
子
供
に
心
を
寄
せ

る
す
べ
て
の
人
に
と
っ
て
必
読
の
書
だ
」マ
リ
ア・

ケ
フ
ラ
ー
（
ザ
・
フ
ェ
デ
ラ
リ
ス
ト
誌
）

翻
訳
本
『
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
な
り
た
い

少
女
た
ち
Ｓ
Ｎ
Ｓ
・
学
校
・
医
療
が
煽
る
流
行

の
悲
劇
』（
産
経
新
聞
出
版
）
が
４
月
に
発
刊
さ

れ
た
。

原
著
『Irreversible Dam

age

』
は
２
０
２
０

年
に
米
国
で
出
版
さ
れ
、
英
国
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

誌
と
タ
イ
ム
ズ
紙
（
ロ
ン
ド
ン
）
で
「
今
年
最
高

の
１
冊
」
に
も
選
出
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
に
９
カ

国
で
出
版
。
著
者
の
ア
ビ
ゲ
イ
ル
・
シ
ュ
ラ
イ

ア
ー
氏
（
45
）
は
、
米
ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー

ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
紙
な
ど
に
寄
稿
す
る
フ
リ
ー
ラ

ン
ス
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
だ
。
彼
女
は
本
書
執
筆

に
当
た
り
、「
２
０
０
人
近
く
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

し
、お
よ
そ
50
家
族
か
ら
話
を
聞
い
た
」
と
い
う
。

翻
訳
本
を
監
訳
し
た
昭
和
大
学
医
学
部
の
岩
波

明
特
任
教
授
（
医
学
博
士
）
は
、「
本
書
は
、
こ

れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
紹
介
し
、
関
係
者
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
重
ね
、
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
か
ら
ト
ラ

ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
作
品
だ
が
、
学
術
的
に
も
非

常
に
価
値
が
あ
る
本
だ
と
思
う
」
と
述
べ
て
い
る

日
本
人
に
今
、必
読
の
翻
訳
本

性
別
違
和
・
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー



［ 今月の１テーマ ｜ 性別違和・トランスジェンダー ]
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人
々
の
総
称
」（
ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
大
百
科
事
典

小
項
目
事
典
）
が
「
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
だ
。

本
書
に
よ
れ
ば
、「
米
国
疾
病
予
防
管
理
セ
ン

タ
ー
（
Ｃ
Ｄ
Ｃ
）
が
２
０
１
７
年
に
テ
ィ
ー
ン
エ

イ
ジ
ャ
ー
を
対
象
に
行
な
っ
た
調
査
で
は
、
高
校

生
の
２
パ
ー
セ
ン
ト
が〝
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
〞

を
自
認
し
て
い
る
」。
英
国
で
は
２
０
１
８
年
に
、

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
医
療
を
望
む
10
代
の
少
女
の
数
が
、

過
去
10
年
の
あ
い
だ
に
４
４
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
増

加
し
た
」。
さ
ら
に
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
や
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
、
カ
ナ
ダ
な
ど
で
も
、「
性
別
違
和
を
訴

え
る
子
供
の
数
が
急
激
か
つ
劇
的
に
増
え
て
い

る
」。米

国
の
心
理
学
者
ジ
ョ
ナ
サ
ン・ハ
イ
ト
氏
は
、

西
欧
諸
国
の
10
代
の
若
者
た
ち
が
「
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
危
機
（
ク
ラ
イ
シ
ス
）」
に
陥
っ
て
い
る
と

指
摘
す
る
が
、
本
書
に
も
そ
の
事
実
を
裏
付
け
る

各
種
デ
ー
タ
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
性
別
違
和
・

ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
と
、
そ
の
「
根
底
に

あ
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
問
題
」
に
つ
い
て
も
、

本
書
を
通
じ
て
深
く
考
察
で
き
る
だ
ろ
う
。

「
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
大
流
行
は
お
も
に

友
人
や
メ
デ
ィ
ア
や
学
校
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ

れ
て
い
る
」と
い
う
考
え
を
示
し
た
の
は
、米
ジ
ョ

ン
ズ・ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
の
ポ
ー
ル・マ
ク
ヒ
ュ
ー

教
授
（
精
神
医
学
）
だ
。
友
人
、
メ
デ
ィ
ア
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
学
校
（
教
師
）、
医

療
（
医
師
）・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
が
、
思
春
期

の
少
女
た
ち
に
強
く
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
。
著
者
の
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
氏
も
、

「
学
区
、
教
師
、
ほ
か
の
親
た
ち
ま
で

も
が
、
い
ま
や
子
供
た
ち
の
性
自
認
に

混
乱
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
そ
の
問

題
に
立
ち
向
か
う
た
め
に
必
要
な
の

は
、
心
理
学
の
専
門
家
で
は
な
く
、
知

識
の
装
備
だ
。（
中
略
）
ま
ず
は
事
実

を
知
る
こ
と
だ
」
と
訴
え
る
。

「
欧
米
追
随
」
の
日
本
人
に
必
要

米
国
で
は
す
で
に
「
幼
稚
園
か
ら
高
校
ま
で
公

立
校
で
は
、
き
わ
め
て
急
進
的
で
広
範
囲
に
お
よ

ぶ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
思
想
（
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
）
を
徹
底

的
に
教
え
こ
ま
れ
る
」
状
況
が
あ
る
。
本
書
に
は

「
デ
ィ
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ナ
ー
」
と
い
う
、「
医
療
処

置
で
外
見
を
変
え
て
し
ま
っ
た
も
の
の
、
後
悔
し

て
、も
と
に
戻
そ
う
と
し
て
い
る
」
少
女
た
ち
の
、

悲
痛
な
声
も
掲
載
さ
れ
た
。
欧
米
に
追
随
す
る
現

在
の
日
本
人
に
こ
そ
、
本
書
に
よ
る
「
知
識
の
装

備
」
が
必
要
だ
。

娘
が
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
（
男
性
ホ
ル
モ
ン
）
を

投
与
す
る
に
至
っ
た
あ
る
母
親
は
、「
ほ
か
の
親

御
さ
ん
た
ち
に
は
、
お
子
さ
ん
と
ほ
ん
と
う
に
つ

な
が
り
を
保
っ
て
ほ
し
い
」
と
切
実
に
語
っ
た
。

本
書
は
親
子
の
物
語
で
も
あ
る
。

最
後
に
記
さ
れ
た
、
著
者
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈

ろ
う
。「
人
生
で
大
切
な
こ
と
の
た
め
に
は
戦
う

価
値
が
あ
る
こ
と
を
い
つ
も
忘
れ
な
い
で
ほ
し

い
」
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ロシアで積極的な介入を求める従来
までの民主党指導部の考え方とは一
線を画すものだ。
　したがって、米国民主党としての
戦略目標が作れない中でウクライナ
に対する支援がダラダラと継続して
いるのだ。バイデン政権はプーチン
に妥協するわけにもいかず、ウクラ
イナを勝たせるほどの支援もできず、
ウクライナ側もそれが分かっている
ので現場で腐敗が蔓延する。そして、政権は党内のジレンマから生まれた無責任状
態に何も対処する意思を持っていない。ロシアとウクライナの戦争は長引くものと
し、ウクライナの継続戦闘能力を高めるために経済支援を充実させると嘯

うそぶ
いている。

日本のメディアは米リベラル勢力の “提灯持ち”

　本来、必要な政策は何だろうか。ロシアは地球を何度でも滅ぼせる核保有国であ
る。その核保有国であるロシアが地球上で国力を動員した戦争を継続し続けること
がどれほど危険な行為であるか、その現実に目を向けるべきだろう。バイデンは友
好国にウクライナ支援を求めるが、ロシアの脅威に対して対抗できる力を持たない
友好国にリスクをバラまいているだけに過ぎない。非核保有国である日本政府はこ
のようなバイデン政権の政策に苦言を呈するべきだ。
　日本のメディアはバイデン政権や民主党などのリベラル勢力の提

ちょうちん
灯持ちであり、

物事の本質を歪めて日本に伝えている。物事の本質、問題の本質がどこにあるのか
をメディアに騙されることなく見抜く目が必要である。

渡瀬 裕哉 /国際情勢アナリスト

早稲田大学公共政策研究所招聘研究員。トランプ大統領当選を世論調査・現地調査などを通じて的中させ、日系・外
資系ファンド30 社以上にトランプ政権の動向に関するポリティカルアナリシスを提供する国際情勢アナリストとして活躍。
著書『トランプの黒幕 共和党保守派の正体』（祥伝社）は、Amazonカテゴリー「アメリカ」1位を獲得。主なメディア出
演実績・テレビ朝日「ワイド！スクランブル」、雑誌「プレジデント」「ダイヤモンド」など。

G7 首脳やウクライナのゼレンスキー大統領とウクライナ
支援の継続的な取り組みについてビデオ会議を行うバイ
デン大統領（2024 年 2 月 24 日＝ホワイトハウスで）※
Offi cial White House Photo by Oliver Contreras）
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　米国のウクライナ支援金額が増大の一途を継続する中、下院共和党はウクライナ
支援に関する予算措置に納得していないとされている。メディアは、「トランプ前
大統領及び下院共和党はロシア寄りだ！」と根も葉もない話をバラまいている。言
うまでもなく、このような言説は出

で
鱈
たら
目
め
だ。ワシントンD.Cの政治環境において「親

ロシア派」など存在できるはずがない。米国にとってロシアは永遠の敵国である。
一度ロシア側だと見

み な
做されれば、少なくとも安全保障政策界隈で生きていくことは

できない。

米民主党が抱える深刻な政治的分断

　下院共和党の主張は至極明快だ。バイデン政権がウクライナ支援に関して戦略的
な勝利目標を提示せず、米国納税者の血税を流し続けるとともに、現地ウクライナ
においては武器の横流しなど透明性の欠如が著しいことに反発しているに過ぎな
い。共和党側は当たり前の話をしているだけだ。ロシアを勝利させて西側を敗北さ
せることに賛同しているはずがない。こんなことはそもそも常識として理解される
べきことだ。
　では、バイデン政権やリベラルメディアはなぜ誤った情報を人々に与え続けるの
か。それは実は米国民主党内こそが深刻な政治的分断を抱えているからだ。
　現在、下院民主党の最大派閥は「議会進歩派連盟」という左派系の派閥である。
このグループは米国の対外介入を快く思っておらず、開戦当初から米軍の派兵措置
などを徹底的に止めてきた。2022年末にはロシアとウクライナの和平に対してバ
イデン大統領にプーチン露大統領との会談を求める書簡を公表している。これは対

知られざる政治経済・社会・メディアのいま

ウクライナ支援を困難にしている
バイデン政権の本質的問題

!"#$%&
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の
面
影
』
を
ご
存
じ
で
す
か
。
名
著

と
は
、
こ
の
よ
う
な
本
の
た
め
の
言

葉
だ
ろ
う
。
あ
る
人
は
こ
の
本
に
つ

い
て
、「
こ
れ
ほ
ど
の
内
容
と
は
知

ら
ず
に
文
庫
本
を
購
入
し
た
。
大
袈

裟
に
言
わ
な
い
。
こ
の
中
身
を
知
る

だ
け
で
も
人
生
の
充
実
を
感
じ
る
。

そ
れ
ほ
ど
の
内
容
で
す
ね
。
後
世
に

残
し
た
い
文
章
と
参
考
文
献
の
全
て

で
あ
る
」
と
絶
賛
し
て
い
る
。

江
戸
か
ら
明
治
に
か
け
て
、
欧
米

の
宣
教
師
た
ち
が
日
本
で
目
撃
し
た

日
本
人
の
勤
勉
、
正
直
、
家
族
や
子

供
を
大
切
に
す
る
姿
に
深
い
感
銘
を

覚
え
た
記
録
が
つ
づ
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
ま
さ
に
夢
の
よ
う
に
美
し

い
国
民
の
姿
だ
。

日
本
人
は
衣
食
足
り
て
、
礼
節
を

忘
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
。
現
代
の
日

本
人
が
礼
節
を
備
え
れ
ば
、
も
っ
と

世
界
の
人
々
か
ら
尊
敬
を
集
め
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
。
要
は
、「
人
」

で
あ
る
。

ユ
ネ
ス
コ
が
認
定
し
た
「
世
界
遺

産
」
に
、
ケ
チ
を
つ
け
る
気
は
毛
頭

な
い
が
、
私
は
名
勝
地
な
ど
に
焦
点

を
当
て
る
以
上
に
、「
人
間
・
世
界

遺
産
」
を
残
し
て
い
く
運
動
を
提
案

し
た
い
。
人
と
し
て
偉
大
な
生
き
方

を
し
た
、
多
く
の
人
々
の
命
を
助
け

た
、
世
界
平
和
に
貢
献
し
た
生
涯
…

そ
う
い
う
人
々
を
顕
彰
し
、
正
し
く

記
録
に
収
め
る
、
そ
ん
な
運
動
を
し

て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
他
国
の

「
全
く
ど
う
い
う
神
経
し
て
ん
だ

よ
。
人
間
が
腐
っ
て
き
て
る
な
」

長
野
県
飯
山
市
の
江
沢
岸
生
市
長

（
70
）
が
、
市
内
の
下
水
道
に
不
織

布
の
マ
ス
ク
や
下
着
を
流
す
人
が
い

る
こ
と
を
受
け
、
去
年
12
月
、
自
身

の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
こ
う
投
稿
し
た
。
こ
の

件
が
、
今
年
３
月
の
議
会
で
話
題
に

な
り
、ニ
ュ
ー
ス
で
報
道
さ
れ
た
が
、

非
難
一
辺
倒
で
も
な
い
よ
う
だ
。

「
人
間
が
腐
っ
て
き
て
る
な
」
と

は
強
い
ト
ー
ン
で
あ
る
。私
な
ら
ば
、

「
人
間
の
性
根
が
腐
っ
て
い
る
な
」

と
言
う
。（
ま
あ
、
同
じ
よ
う
な
も

の
だ
が
）

市
長
の
発
言
に
、
そ
れ
ほ
ど
強
い

批
判
が
起
き
て
い
な
い
背
景
に
は
、

多
く
の
マ
ナ
ー
違
反
が
目
撃
さ
れ
て

い
る
た
め
だ
ろ
う
。
不
織
布
の
マ
ス

ク
や
た
ば
こ
の
吸
い
殻
を
平
気
で
捨

て
る
。
あ
る
人
は
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
で
汚
水
ポ
ン
プ
が
緊
急
停

止
し
て
修
理
に
行
っ
た
際
に
女
性
物

の
下
着
が
中
で
絡
ま
っ
て
ポ
ン
プ
が

壊
れ
て
い
た
と
語
っ
た
。
道
路
の
信

号
で
停
車
中
に
、
車
の
ド
ア
を
開
け

て
、
灰
皿
一
杯
の
吸
い
殻
を
道
路
に

ば
ら
撒
く
人
。
こ
の
よ
う
な
「
残
念

な
場
面
」
を
目
に
し
た
人
た
ち
の
投

稿
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
日
本
人
は

な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
ま
で
礼
儀
を
守
ら
な

い
破
廉
恥
な
人
と
な
っ
て
し
ま
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。

渡
辺
京
二
の
代
表
作
『
逝
き
し
世

「
人
間
・
世
界
遺
産
」を
残
し
て
い
く
運
動
を
起
こ
そ
う

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

鴨
野
守
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中
に
、
そ
の
よ
う
な
見
事
な
人
生
を

生
き
た
姿
を
知
る
こ
と
は
、
そ
の
国

へ
の
尊
敬
に
つ
な
が
り
、
理
解
を
深

め
て
、
武
力
衝
突
回
避
に
も
つ
な
が

る
こ
と
も
期
待
で
き
よ
う
。

２
月
号
の
こ
の
コ
ラ
ム
で
私
は
、

「
米
百
俵
」
の
精
神
を
説
い
た
長
岡

市
の
小
林
虎
三
郎
を
紹
介
し
た
が
、

今
回
も
長
岡
市
が
生
ん
だ
偉
人
を
紹

介
し
た
い
。

そ
の
人
の
名
は
、
１
８
５
２
年
生

ま
れ
の
野
本
恭
八
郎
。
ま
だ
誰
も
が

本
を
自
由
に
読
む
こ
と
の
で
き
な

か
っ
た
時
代
に
、
野
本
は
、
教
育
教

養
こ
そ
が
地
域
や
国
家
の
繁
栄
の
基

で
あ
る
と
の
信
念
の
も
と
、
３
万
冊

の
蔵
書
か
ら
な
る
図
書
館
を
創
設
。

こ
れ
を
長
岡
市
に
寄
贈
し
た
人
物

だ
。
彼
は
事
業
家
で
あ
り
な
が
ら
、

篤
実
な
仏
教
徒
で
あ
り
、
さ
ら
に
儒

教
漢
学
、
神
道
の
心
を
学
び
、
聖
書

の
世
界
に
も
造
詣
が
あ
っ
た
。
そ
ん

な
野
本
が
到
達
し
た
世
界
が
、「
互

尊
独
尊
」。
こ
れ
は
、
人
間
一
人
の

生
命
は
宇
宙
で
た
っ
た
１
つ
で
あ

り
、
唯
一
の
価
値
が
あ
る
、
と
い
う

教
え
。

こ
の
精
神
を
広
め
よ
う
と
し
た
図

書
館
が
、「
互
尊
文
庫
」
で
あ
る
。

そ
し
て
、
野
本
が
心
の
底
か
ら
、
互

尊
独
尊
を
実
践
し
よ
う
と
し
た
動
か

ぬ
証
拠
が
あ
る
。
彼
が
28
歳
の
時
に

妻
り
い
と
交
わ
し
た「
夫
婦
の
誓
文
」

だ
。
互
い
を
尊
重
す
る
と
い
う
教
え

を
、
最
も
人
生
の
身
近
な
存
在
で
あ

る
妻
と
の
間
で
誓
っ
た
も
の
。

７
か
条
か
ら
な
る
誓
文
は
、
生
涯

妻
の
み
を
愛
す
る
こ
と
、
不
倫
を
し

な
い
と
明
記
し
て
あ
る
。
妻
は
驚

き
、「
旦
那
様
、
そ
り
ゃ
守
れ
る
が

か
や
？
」
と
声
を
あ
げ
た
と
言
う
。

さ
ら
に
、「
旦
那
様
は
生
涯
私
一
人

を
好
い
て
く
だ
さ
る
と
い
う
こ
と
で

す
か
」
と
改
め
て
聞
い
た
。

「
そ
う
じ
ゃ
」と
恭
八
郎
。さ
ら
に
、

誓
文
に
は
遊
郭
に
行
か
な
い
、
酒
は

飲
ま
な
い
、
タ
バ
コ
は
吸
わ
な
い
、

ニ
ン
ニ
ク
は
食
べ
な
い
…
。
そ
の
誓

文
に
、
恭
八
郎
は
左
手
の
小
指
を
小

刀
で
切
り
、
血
判
を
し
た
。
さ
ら
に

恭
八
郎
は
、
地
元
の
住
職
や
有
力
者

を
証
人
と
し
て
、
公
正
証
書
に
残
し

た
と
い
う
か
ら
、
並
々
な
ら
ぬ
覚
悟

が
理
解
で
き
よ
う
。

恭
八
郎
は
、
こ
の
誓
文
を
生
涯
、

守
っ
た
。「
男
尊
女
卑
」
な
ど
と
い

う
言
葉
が
当
た
り
前
の
時
代
に
、
彼

の
決
断
と
実
行
は
画
期
的
な
も
の
で

あ
り
、
地
元
の
人
々
に
深
い
影
響
を

与
え
た
と
い
う
。

昨
年
４
月
22
日
、
新
潟
県
立
近
代

美
術
館
講
堂
で
講
演
を
し
た
「
郷
土

を
元
気
に
す
る
会
」
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
、
土
佐
信
一
氏
は
恭
八
郎
の
存

在
に
つ
い
て
こ
う
語
っ
た
。

「
夫
婦
が
互
い
に
尊
重
し
為
に
生

き
合
う
、
共
に
心
の
成
長
を
な
し
互

い
に
高
め
合
う
、
そ
ん
な
夫
婦
関
係

が
地
域
に
広
が
り
、
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
為
に
共
に
生
き
家
族
の
よ

う
な
関
係
性
を
作
る
、
こ
こ
か
ら
豊

か
な
地
域
の
未
来
が
始
ま
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。
恭
八
郎
は
そ
の
こ
と
を

教
え
て
く
れ
て
い
ま
す
」

長岡市に蔵書 3万冊を有する
図書館を寄贈した野本恭八郎

市民に愛用されている「互尊文庫」
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そ
の
判
断
は
間
違
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
結
論
に

達
す
る
の
に
日
本
の
法
律
の
専
門
家
で
あ
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
が
批
准
し
て
い
る
「
市
民

的
お
よ
び
政
治
的
権
利
に
関
す
る
国
際
規
約
（
自

由
権
規
約
）」
の
第
17
条
に
は
「
何
人
も
、
…
名

誉
及
び
信
用
を
不
法
に
攻
撃
さ
れ
な
い
（
１
項
）。

す
べ
て
の
者
は
、
１
項
の
干
渉
又
は
攻
撃
に
対
す

る
法
律
の
保
護
を
受
け
る
権
利
を
有
す
」
と
規
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
世
界
中
の
裁
判
所
は
、
一
貫
し

て
第
17
条
は
宗
教
団
体
に
も
適
用
さ
れ
る
と
解
釈

し
、
そ
れ
を
次
の
第
18
条
と
結
び
付
け
て
き
ま
し

た
。
第
18
条
は
、
市
民
が
自
由
に
宗
教
を
選
択
す

る
権
利
に
干
渉
し
よ
う
と
す
る
政
府
の
試
み
か

ら
、
宗
教
ま
た
は
信
仰
の
自
由
を
保
護
し
て
い
ま

す
。国

や
地
方
自
治
体
が
あ
る
宗
教
団
体
に
つ
い
て

判
決
と
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
本
件
決
議
が

そ
れ
自
体
の
事
実
上
の
効
果
に
よ
っ
て
、
直
接
的

に
家
庭
連
合
及
び
そ
の
友
好
団
体
に
対
す
る
人
権

侵
害
を
惹じ

ゃ
っ
き起
す
る
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
た
の
に

対
し
て
、
裁
判
所
は
、
決
議
は
政
治
的
な
意
思
決

定
に
す
ぎ
ず
、
法
的
な
効
果
は
な
く
、
行
政
処
分

に
当
た
ら
な
い
た
め
、
取
り
消
し
の
対
象
に
は
な

ら
な
い
と
し
て
、
訴
え
を
却
下
し
ま
し
た
。
こ
の

判
決
に
つ
い
て
ど
う
思
い
ま
す
か
？

―
２
０
２
２
年
９
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
富
田

林
市
議
会
、
大
阪
市
会
、
大
阪
府
議
会
が
「
反
社

会
的
な
」
旧
統
一
教
会
（
世
界
平
和
統
一
家
庭
連

合
＝
家
庭
連
合
）
お
よ
び
そ
の
関
連
団
体
と
関
係

を
断
絶
す
る
決
議
を
採
択
し
た
こ
と
に
対
し
て
、

Ｕ
Ｐ
Ｆ
大
阪
が
決
議
の
取
り
消
し
と
損
害
賠
償
の

支
払
い
を
求
め
て
い
ま
し
た
が
、
大
阪
地
裁
は
決

議
の
取
り
消
し
に
関
し
て
は
却
下
、
損
害
賠
償
の

支
払
い
に
関
し
て
は
棄
却
と
い
う
、
大
変
遺
憾
な

イ
タ
リ
ア
の
宗
教
社
会
学
者
、
マ
ッ
シ
モ
・
イ
ン
ト
ロ
ヴ
ィ
ニ
エ
氏
へ
の
特
別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
今
回
は
、
同

氏
に
Ｕ
Ｐ
Ｆ
大
阪
が
大
阪
の
１
府
２
市
の
議
会
を
相
手
取
っ
て
起
こ
し
た
名
誉
毀き

損そ
ん
裁
判
の
結
果
に
つ
い
て
、
意

見
を
聞
い
た
。
氏
は
Ｕ
Ｐ
Ｆ
側
の
主
張
を
退
け
た
判
決
に
つ
い
て
、
欧
州
人
権
裁
判
所
の
判
例
な
ど
を
あ
げ
な
が

ら
「
間
違
っ
て
い
る
」
と
断
じ
た
。

（
聞
き
手
・
魚
谷
俊
輔
Ｕ
Ｐ
Ｆ̶

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
事
務
総
長
）

特
別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

宗
教
社
会
学
者
マ
ッ
シ
モ
・
イ
ン
ト
ロ
ヴ
ィ
ニ
エ
氏
に
聞
く

第
６
回

公
的
機
関
の
声
明
は
法
的
効
力
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず

差
別
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
を
も
つ
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
裁
判
所
で
逆
の
判
決
が
出
た
事
例

は
あ
り
ま
す
か
？

欧
州
人
権
裁
判
所
（
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ｒ
）
は
２
０
２
２

年
12
月
13
日
、欧
州
人
権
条
約
の
規
定
を
解
釈
し
、

ブ
ル
ガ
リ
ア
に
不
利
な
判
決
を
下
し
ま
し
た
。
こ

の
訴
訟
は
「
ト
ン
チ
ェ
フ
対
ブ
ル
ガ
リ
ア
」
訴
訟

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
ブ
ル
ガ
ス
市
が
市
内
の
す

べ
て
の
公
立
学
校
に
送
っ
た
手
紙
に
関
す
る
も
の

で
す
。
そ
の
手
紙
の
内
容
は
、
一
般
に
「
モ
ル
モ

ン
教
」
と
し
て
知
ら
れ
る
末
日
聖
徒
イ
エ
ス
・
キ

リ
ス
ト
教
会
、
エ
ホ
バ
の
証
人
、
お
よ
び
地
元
の

ペ
ン
テ
コ
ス
テ
派
の
３
つ
の
教
会
が
、「
カ
ル
ト
」

（
セ
ク
ト
）
で
あ
り
、「
危
険
」
で
あ
る
と
説
明
し

て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、そ
れ
ら
が
「
反
社
会
的
」

で
あ
る
と
言
う
こ
と
と
同
じ
で
す
。
欧
州
人
権
裁

判
所
は
、
公
的
機
関
が
宗
教
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に

対
し
て
「
危
険
」
あ
る
い
は
「
カ
ル
ト
」
と
い
う

と
き
に
は
、
常
に
そ
れ
に
対
す
る
差
別
を
生
み
出

す
の
だ
と
い
う
こ
と
を
は
っ
き
り
と
明
示
し
た
の

で
す
。

欧
州
人
権
裁
判
所
は
ま
た
、２
０
２
１
年
に「
ハ

レ
・
ク
リ
シ
ュ
ナ
運
動
」
と
し
て
知
ら
れ
る
ク
リ

シ
ュ
ナ
意
識
国
際
協
会
に
関
す
る
訴
訟
に
お
い

て
、
ロ
シ
ア
政
府
が
こ
の
団
体
を
公
文
書
で
「
破

壊
的
」
で
あ
り
「
カ
ル
ト
」
で
あ
る
と
言
う
こ
と

は
で
き
な
い
と
の
判
決
を
下
し
た
こ
と
に
も
言
及

し
ま
し
た
。

ど
ち
ら
の
場
合
も
、
公
的
機
関
が
発
表
し
た
文

書
や
文
言
に
は
法
的
効
力
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
欧
州
人
権
裁
判
所
が
「
ト
ン
チ
ェ
フ
対
ブ
ル

ガ
リ
ア
」
訴
訟
で
述
べ
た
よ
う
に
、
地
方
自
治
体

や
中
央
政
府
の
こ
う
し
た
声
明
は
「
当
該
教
会
の

信
者
が
信
教
の
自
由
を
行
使
す
る
上
で
悪
影
響
を

与
え
る
」
と
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
要
す
る
に
、

彼
ら
は
差
別
さ
れ
る
可
能
性
が
高
く
、
宣
教
活
動

が
困
難
に
な
っ
た
り
、
不
可
能
に
な
っ
た
り
す
る

可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

ブ
ル
ガ
リ
ア
政
府
は
、
ブ
ル
ガ
ス
市
が
出
し
た

手
紙
は
当
該
宗
教
の
牧
師
や
信
者
た
ち
が
礼
拝
や

実
践
に
お
い
て
自
ら
の
宗
教
を
表
明
す
る
権
利
を

直
接
制
限
す
る
も
の
で
は
な
い
と
主
張
し
ま
し
た

が
、
こ
れ
は
判
決
に
お
い
て
重
要
視
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
公
的
機
関
の
声
明
は
、
直
接
的
な
法
的

影
響
こ
そ
及
ぼ
さ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
深

刻
な
差
別
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
と
判
断

し
た
の
で
す
。
大
阪
で
も
同
じ
原
則
が
適
用
さ
れ

る
べ
き
で
し
た
。

「
反
社
会
的
」
で
あ
る
と
言
え
ば
、
そ
の
名
誉
と

名
声
に
対
す
る
権
利
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
、
差
別

を
煽あ
お
り
、
市
民
が
ど
の
宗
教
に
入
信
す
る
か
を
政

府
の
圧
力
を
受
け
ず
に
決
定
す
る
権
利
を
侵
害
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
公
的
に
「
反
社
会
的
」
で

あ
る
と
宣
言
さ
れ
た
宗
教
に
入
信
す
る
と
い
う
汚

名
を
、
あ
え
て
被
り
た
い
と
思
う
者
が
ど
こ
に
い

る
で
し
ょ
う
か
。

―
私
は
大
阪
地
裁
の
判
決
は
、
き
わ
め
て
形
式

的
な
法
律
論
に
よ
っ
て
却
下
す
る
血
の
通
わ
な

い
判
決
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
よ
り

深
刻
な
問
題
は
、
こ
れ
ら
の
決
議
が
原
告
に
対

し
て
、
関
係
を
断
絶

す
べ
き
「
反
社
会
的

団
体
」
で
あ
る
と
い

う
汚
名
を
着
せ
る
も

の
で
あ
り
、
名
誉
毀

損
の
不
法
行
為
が
成

立
す
る
と
い
う
主
張

が
、
判
決
で
ま
っ
た

く
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
点
で
す
。
似
た

よ
う
な
ケ
ー
ス
で
、
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創
設
者
メ
ッ
セ
ー
ジ

今
日
、
人
間
の
欲
望
と
い
う
も
の
は
、
す
べ
て
党
派
的
で
す
。
経
済
学
者
は

経
済
、
知
識
人
は
学
問
、
政
治
家
は
権
力
、
あ
る
い
は
世
の
中
の
欲
望
、
家
門
、

歴
史
的
背
景
、
環
境
的
要
件
な
ど
な
ど
、
と
て
も
多
様
な
環
境
に
引
っ
張
ら
れ

て
党
派
的
に
作
用
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
そ
れ
自
体
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
の
で

す
。
人
は
欲
望
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
か
ら
根
本
問
題
が
生
ま
れ
て
い
ま

す
。
自
分
が
主
体
だ
か
ら
で
す
。
自
分
が
主
体
に
な
っ
て
、「
お
前
も
私
の
と

こ
ろ
に
き
て
、
私
に
従
い
な
さ
い
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

今
日
、
世
界
人
類
の
弊
害
は
何
で
す
か
。
お
金
が
な
い
こ
と
が
弊
害
な
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
知
識
が
な
い
こ
と
が
弊
害
な
の
で
は
な
く
、
何
か
の
社
会
組

織
の
主
権
が
な
い
こ
と
が
弊
害
な
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
を
中
心
と
し
て

引
っ
張
っ
て
、
自
分
に
従
わ
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
が
弊
害
で
す
。
個
人
個
人
が

す
べ
て
自
分
を
主
張
す
れ
ば
、
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
理
想
の
形
成
基
盤
が
、
一

度
に
完
全
に
崩
れ
る
と
い
う
の
で
す
。
作
用
は
作
用
ど
お
り
に
お
こ
な
い
、
自

ら
を
完
成
さ
せ
な
が
ら
、
そ
れ
が
も
う
１
つ
の
主
体
と
対
象
の
関
係
に
連
結
さ

れ
る
道
を
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

す
べ
て
の
存
在
物
が
自
分
を
中
心
と
し
て
１
つ
に
な
ろ
う
と
い
え
ば
、
止

ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
中
に
入
ろ
う
と
い
え
ば
止
ま
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
ぶ
つ
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
大
宇
宙
の
形
成
は
不
可

能
な
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
神
様
が
い
る
な
ら
ば
、
神
様
は
ど
の
よ
う
な
考
え

を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
を
連
結
さ
せ
る
た
め
に
は
、

い
つ
も
「
た
め
に
生
き
な
さ
い
」
と
い
う
で
し
ょ
う
。

す
べ
て
の
存
在
は
、
よ
り
大
き
な
目
的
の
た
め
に
あ
り
ま
す
。
個
人
は
家
庭

の
目
的
の
た
め
に
、
家
庭
は
氏
族
の
目
的
の
た
め
に
、
氏
族
は
国
家
の
目
的
の

た
め
に
、
国
家
は
世
界
の
目
的
の
た
め
に
、
世
界
は
霊
界
が
あ
れ
ば
天
地
の
目

的
の
た
め
に
、
天
地
は
神
様
の
目
的
の
た
め
に
前
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
す
。
神
様
の
目
的
そ
れ
自
体
は
何
か
と
い
う
と
、
愛
の
目
的
で
す
。
す
べ
て

愛
の
進
路
が
あ
り
ま
す
。

１
つ
の
細
胞
か
ら
、
微
生
物
な
ら
微
生
物
か
ら
、
す
べ
て
が
１
つ
の
支
流
の

よ
う
に
な
っ
て
、
本
流
に
流
れ
て
大
河
を
形
成
し
、
大
海
に
連
結
さ
れ
る
偉
大

な
愛
の
流
れ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
流
れ
の
原
則
と
内
容
を
公
認
し
な
け
れ
ば
、

大
海
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
内
容
を
先
に
知
っ
た
の

で
、
全
て
を
新
し
く
革
命
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
す
。
大
革
命
が

お
こ
る
で
し
ょ
う
。

た
め
に
生
き
る
愛
に
よ
る
大
革
命
が
お
き
る
で
し
ょ
う

人
は
欲
望
を
持
っ
て
い
て
こ
こ
か
ら
根
本
問
題
が
生
ま
れ
ま
す
。
自
分
が
主
体
だ
か
ら
で
す
。

（『
平
和
経
』
第
三
篇

宗
教
と
理
想
世
界
よ
り
）

文
鮮
明
総
裁
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※「談論風発 2024　家族の未来は国家の未来」は不定期で掲載します。

　アイルランドで 3月 8日、憲法改正に
向けた国民投票が実施された。政府や主要
政党がこぞって支持した改正案は、圧倒的
な差で否決されてしまった。この衝撃の余
波で 20日にはレオ・バラッカー首相が辞
意を表明している。
　アイルランドは敬

けい
虔
けん
なカトリック国家と

して知られてきたが、近年は聖職者の性的
スキャンダルなどの影響で教会への信認が
低下。結果として 2015年には同性婚、18
年には妊娠中絶が、いずれも国民投票で合
法化されている。
　今回の憲法改正も一連の流れの中に位置
づけられていたが、急激なリベラル化に歯
止めがかかった形だ。

争点は「家族の定義」と「ケア役割」

　国民投票にかけられた改正案は 2本。1
つ目は家族に関する条項で、家族の基礎を
「結婚」だけでなく、「他の永続的な関係」
にも拡大した。しかし、何をもって「永続
的な関係」とするかの基準が曖昧で、法律
家などから税法や相続、移民訴訟などで混
乱を招くとの批判が噴出。結果として「反
対」が有効票の 67.7％を占めた。
2つ目は家庭内での女性のケア役割につ

いての条文の修正だ。従来の条文では、女
性が家庭内で果たす役割を国家への貢献と
して評価し、経済的必要から「母親が家庭
内での義務を怠って労働に従事する」こと

がないよう国家に努力を求めていた。
　改正案では、女性や母親の家庭での役割
に関する記述を削除。「家族の成員相互の
配慮」に置き換えた。
　保守派は「母親が憲法から取り去られて
しまう」と危機感を露わにしたが、結果は、
実に 73.9％が反対票を投じ、憲法の文言
は維持されることとなった。

保守派以外からも反対の声

　ただし、これは単純に「保守派の勝利」
と決めつけられるものではない。反対の理
由は「家族の定義や母親の役割を守る」と
いう保守的理由だけではなかったからだ。
　家族の定義変更による法的混乱への懸念
のほか、障

しょう
碍
がい
者のケアが家族に押し付けら

れるのではないか、との不安の声も上がっ
た。ケア条項については左派の労働党や社
会民主党支持者ですら、半数から 7割超
が反対票を投じたという。
　多くの国民が影響を被る家族制度の急進
的な改革には、非常に広範な層から「ノー」
が突き付けられた形である。
　ちなみに国民投票を前にアーマラック・
リサーチが同国で行った調査では、18歳
未満の子をもつ母親のうち、「経済的な必
要がなければ外に出て働くよりも家にいた
い」という割合が 69％にのぼった。欧州
がおしなべてリベラルというイメージが
偏ったものであることも確かなようだ。

談論風発2024家族の未来は国家の未来

「結婚」と「母親」の価値を維持
～アイルランドで急進的な改革案が否決～
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週木曜日午後 1時（米国東部時間）に行わ
れており、2024年 2月 15日現在、IAPD-
USA主催のプログラムは 202週目迎えまし
た。毎回 3人の聖職者の祈りとメッセージ
を伝えてくれています。
　今日まで、計 600人の聖職者たちは、そ
れぞれの信仰の聖典から一節を選りすぐり、
朗読を捧げ、その一節から得た洞察、知恵　
経験を分かち合い、最後に祈りを捧げます。
ユダヤ教のラビ 102人、キリスト教の牧師
251人、イスラム教のイマーム 164人、そ
の他の信仰者、仏教の僧侶、ヒンドゥー教牧
師たち 83人も祈りに加わり、深遠なる祈り
と神様からの知恵、そして、お互いの教えを
共有する学びの場としての広がりを感じさせ
てくれています。
　韓鶴子総裁は、2017年 11月の IAPD創
設大会の場におい
て、「聖職者たち
は、この危機の時
代に、分裂と憎悪
を終わらせ、利己
的な野心を止め、知恵、貴重な教訓、理解、
そして他者への愛を提供するという、最も重
要な役割を果たすだろうと信じている」と提
示しました。
　韓総裁はまた、「時代を超えて、宗教はそ
の欠点にもかかわらず、私たちを闇から光へ
と導き、善き社会への道徳的羅針盤ともなり、
またビジョンを私たちに提供してきた」と指
摘した上で、「私たちは『神の下にある一つ
の家族』として創造されたように、人々が共
に愛して、調和して生きることができるよう
になるために、聖職者たちが、神から召され
ているのだと信じています」と述べました。
　ジョージ・オーガスタス・スターリングス・

ジュニア大司教は、「人は物事を変えるため
に祈る。祈りは人を変え、人が物事を変える」
と締めくくります。
　エホバ、天の父、創造主、アッラー、真の
愛の父母、あるいは天宙の根源など、神を何

と呼ぼうとも、あ
るいは経典の教え
の表現における違
いがあっても、信
仰、献身、愛に私

たちは共通の土台を見出しました。
IAPDは、困難な時代、暴力、侵略行為、

その他の差し迫った道徳的問題に対応するた
めには、あらゆる宗教の指導者と共同体とし
ての団結が必要だと信じています。信仰、希
望、愛を高め、私たちを、「神の下にある一
つの家族」として結びつける関係に感謝し続
けることが不可欠であると信じております。
　最後にイザヤ書 2章 4節で締めくくりま
す。
“こうして彼らはその剣を打ち返して、鋤

すき
と

し、その槍をうちかえして、鎌
かま
とし、国は国

に向かって剣を上げず、彼らは最早戦いの事
を学ばない”

困難な時代にこそ求められる
宗教共同体の団結

週 1回のペースで続けられた「聖職者による祈り」は今年 2
月で200回を超えた（写真右端下がUPF-USAでIAPDコーディ
ネーターを務めるダガン登美子氏）
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UPFが掲げる 7つの中心活動
の 1つである「平和と開発のた
めの宗教者協議会（IAPD）」は、
2020年初春に世界的に蔓

まん
延
えん
した

コロナウイルス感染症パンデミッ
クの惨状と社会的混乱への対応と
して「聖職者による国家と世界平
和への祈り」を提唱しました。そ
れは、共同体、特に家族や愛する
人の喪失による哀しみと地域社会
の混乱への対応に苦慮していた聖職者達によ
る、結束と支援のネットワークを構築する努
力でした。
　パンデミックの最中、私たちは皆、信じら
れないほど世界的に困難な時期に直面しまし
た。学校、企業、飲食サービス業、多くの公
共機関は閉鎖を余儀なくされ、ほとんどの宗
教礼拝、多くの社会福祉プログラム、公共交
通機関サービスを変更したり制限したりしな
ければなりませんでした。このような危機的
状況の中、IAPDは、パンデミックによって
命を落した人々のため、愛する人を失った
人々のため、そして国家と世界の平和のため
に共に祈るよう、聖職者達、社会の指導者た
ちに緊急の呼びかけを始めました。
　超宗教者間の祈りは、当初、パンデミック
の初期の惨状と救済策の欠如に対する人々の
不安、地域社会との孤立に対処するための神
霊的支援として始まったのでした。

　やがて祈りやメッセージの関心事は、暴力、
人種の壁、貧困層、政治的不和など、人々が
直面する他の差し迫った問題にまで広がっ
ていきました。聖職者達の祈りは、更に戦争
や地域社会における暴力抗議運動、家庭に対
する社会的課題、若者の保護など、国家と世
界の平和を脅かすすべての脅威に対する懸念
の高まりに対する祈りへと広がっていきまし
た。
　神霊と希望と慈愛に満たされた祈りは、私
たちが生活するあらゆる側面において、私た
ちが神をどれほど必要としているのかを深く
私達に伝達し、悟らせてくれるものでもあり
ました。この祈りの継続はアメリカ全土から
の参加者の協力を得て発展し、一度も欠かす
こともなく平和への祈りが今も捧げられてお
ります。
　「聖職者による国家と世界平和への祈り」
は 2020年 4月 9日に 1回目が始まり、毎

IAPDに集う聖職者のべ600人による
「世界平和への祈り」
レポート：UPF米国 IAPDコーディネーター　ダガン登美子氏

2020年 4月に始まった「聖職者による国家と世界平和への祈り」

UPF グローバル USAレポート
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＜ご意見・ご感想をお待ちしています＞

マ
ル
ク
ス
の
願
い
は
市
民
社

会
の
対
立
を
生
む
人
間
の
利
己

的
欲
望
の
否
定
だ
っ
た
。
絶
対
的

な
性
善
説
に
た
っ
て
、
人
間
の

本
質
を
奪
っ
て
い
る
の
は
疎
外

環
境
で
あ
る
と
考
え
そ
の
破
壊
、

暴
力
的
転
覆
に
す
べ
て
を
か
け

た
。
そ
し
て
失
敗
し
た
。
人
間

の
利
己
的
欲
望
を
超
え
る
方
法
、

そ
れ
は
神
か
ら
与
え
ら
れ
る
力

（
愛
）
に
よ
る
と
い
う
の
が
宗
教

の
道
で
あ
る
。マ
ル
ク
ス
が
見
た
、

感
じ
た
そ
の
時
代
の
宗
教
に
そ

の
力
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
の
だ
。
そ
れ
は
マ
ル
ク
ス

自
身
の
問
題
で
も
あ
る
が
、
そ
れ

を
示
す
の
が
私
た
ち
の
使
命
で

あ
る
。（
Ｙ
Ｗ
）

川
勝
平
太
静
岡
県
知
事
が
農

家
や
製
造
業
に
対
す
る
「
差
別

的
発
言
」
の
大
炎
上
を
機
に
辞

任
表
明
。
以
前
も「（
御
殿
場
は
）

コ
シ
ヒ
カ
リ
し
か
な
い
」
と
の

地
域
下
げ
発
言
で
物
議
。
さ
な

が
ら
職
員
は
武
士
で
知
事
は
殿

様
と
い
う
「
士
農
工
商
」
の
意

識
で
は
と
の
指
摘
も
。
挙
げ
句

は
リ
ニ
ア
新
幹
線
工
事
へ
の
反

対
ば
か
り
が
目
立
ち
、
成
田
闘

争
も
か
く
や
と
思
わ
せ
る
。
か

つ
て
二
宮
尊
徳
や
上
杉
鷹
山
ら

は
農
政
へ
の
手
腕
で
藩
を
再
興

さ
せ
た
こ
と
に
思
い
を
致
す
べ

き
。（
Ｍ
・
Ｈ
）

産
経
新
聞
出
版
か
ら
発
刊
さ

れ
た
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
書

籍
は
売
れ
行
き
好
調
の
よ
う
で

す
が
、
発
売
前
に
は
、
出
版
元

や
複
数
書
店
に
、
放
火
予
告
の

脅
迫
メ
ー
ル
が
届
い
た
と
い
い

ま
す
。
問
題
は
、
こ
の
卑
劣
な

行
為
を
地
上
波
テ
レ
ビ
が
ほ
と

ん
ど
報
じ
て
い
な
い
こ
と
。
深

刻
な
言
論
弾
圧
に
言
論
機
関
が

「
報
道
し
な
い
自
由
」
を
行
使
す

る
…
、
あ
き
れ
て
も
の
が
言
え

ま
せ
ん
。（
硯
）

ご入会は今すぐ！　03-3351-4311　https://peaceambassador.org
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外事警察秘録
北村滋・著（文藝春秋社）

け
継
ぐ
著
者
の
忸じ

く
怩じ

た
る
思
い

が
伝
わ
っ
て
く
る
。

北
朝
鮮
の
日
本
人
拉
致
と
日

本
の
極
左
過
激
派
、国
際
テ
ロ
、

中
国
の
「
静
か
な
る
侵
略
」
と

外
事
警
察
の
課
題
が
一
つ
に
つ

な
が
る
。
そ
こ
か
ら
特
定
秘
密

保
護
法
と
平
和
安
全
法
制
成
立

の
延
長
上
に「
経
済
安
全
保
障
」

政
策
が
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
今

な
お
外
国
人
を
ス
パ
イ
罪
で
取

り
締
ま
る
法
律
が
存
在
し
な
い

課
題
を
指
摘
す
る
。

著
者
の
「
情

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
・
オ
フ
ィ
サ
ー

報
官
」

と
し
て
の
足
跡
は
、「
戦
後
レ

ジ
ー
ム
脱
却
」
を
標
榜
し
た
安

倍
晋
三
政
権
の
レ
ガ
シ
ー
に
直

結
し
、
巻
末
付
録
に
安
倍
氏
を

追
想
す
る
章
が
加
え
ら
て
い

る
。
安
倍
氏
が
凶
弾
に
倒
れ
る

直
前
に
畏
友
へ
の
弔
辞
で
「
日

本
の
た
め
に
…
も
っ
と
長
く
生

き
て
ほ
し
か
っ
た
」
と
述
べ
た

言
葉
を
そ
の
ま
ま
元
総
理
に
返

し
た
著
者
は
、
傑
出
し
た
リ
ー

ダ
ー
に
仕
え
ら
れ
た
感
謝
と
惜

別
の
念
が
読
者
に
迫
る
。

（
久
輝
周
作
）

『
文
藝
春
秋
』
連
載
を
ま
と

め
た
１
冊
。
外
事
警
察
の
重
要

な
任
務
と
し
て
、
著
者
は
「
防

諜
（
カ
ウ
ン
タ
ー
・
イ
ン
テ
リ

ジ
ェ
ン
ス
）」「
国
際
テ
ロ
リ
ズ

ム
対
策
」「
大
量
破
壊
兵
器
関

連
物
資
の
不
拡
散
」
を
挙
げ
て

い
る
。

全
12
章
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
ど

れ
も
注
目
に
値
す
る
が
、
特
筆

す
べ
き
は
入
庁
後
ま
も
な
い
フ

ラ
ン
ス
留
学
が
中
東
を
根
拠
地

と
し
た
日
本
赤
軍
と
の
闘
い

（
身
柄
引
き
渡
し
）
で
活
か
さ

れ
た
こ
と
。
日
本
赤
軍
は
解
散

し
最
高
幹
部
は
服
役
を
終
え
テ

ロ
も
過
去
の
出
来
事
に
見
ら
れ

る
が
、
ダ
ッ
カ
事
件
で
日
本
政

府
が
「
同
志
」
釈
放
要
求
に
屈

し
テ
ロ
リ
ス
ト
は
未
だ
逃
亡
し

た
ま
ま
。
こ
れ
が
外
事
警
察
最

大
の
屈
辱
で
あ
り
、
そ
れ
を
受

　植林活動を始めた
きっかけは？

　きっかけはアジア植
林友好協会の宮崎林司
理事長との出会いです。
植林の対する志を知り、
感銘を受け、インドネ
シア植林活動を始めま
した。

　実際に活動してみてどうか？

　日本の文化である植林は、世界平和を達成
できる手段の１つだと思います。インドネシ
アでの活動を通して植林文化がインドネシア
の若者に根付いてくれたのが嬉しかったです。

地方の平和大使活動と平和大使、会員、スタッフの想いを
ご紹介するコーナーです。

　平和大使として何ができるか――。平和大使協議会の基本理念
に共鳴し平和大使になったものの何ができるかと自問自答の日々
を送っていた小林久人さん。2023年に参加したインドネシア植
林祭で、植林を通してアジアが繋がることを実感したという。
　その後、植林による平和活動を展開。インドネシアで開催され
た第 15回植林祭には、20団体、400人が参加する中、合計 1万本
が植林され、参加した家族連れや若者からは笑顔が溢れ、楽しそ
うに植林する姿は平和の象徴そのものだったと小林さんは語った。

夢はインドネシアに平和の森を
つくること

「植林平和大使」小林久人
に聞きました。

（西神奈川エリア）
さ
　ん

本棚

すぽっと
らいと
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インドネシア・カリバタ英雄墓地で御供花になる天皇皇后両陛下（2023.6.20）

【参考文献】『皇軍兵士とインドネシア独立戦争』（林英一著、吉川弘文館）、『世界から見た大東亜戦争』（名越二荒之助編、展転社）、『大東亜戦争のその後』（名越二荒之助編、展転社）ほか

　2023（令和5）年 6月、天
てんのうこうごうりょうへいか

皇皇后両陛下は、イン
ドネシア（以下、印尼と表記）の首都・ジャカル
タのカリバタ英雄墓地を訪れ、英霊に黙

もくとう

祷を捧
ささ

げ
花輪を手

た む

向けられた。同墓地には皇
こうぐん

軍兵士 28 柱
はしら

も眠っており、彼らの感激は如
い か

何ばかりだったか
…。だが、大

だ い と う あ

東亜戦争終結後も印尼に残留、独
ムルデカ

立
の援軍として蘭

オランダ

英
イギリス

軍と戦った約 2000 人（個人
名まで判明しているのは 903 人）の残留日本兵の
半数以上が戦死し、多くが野

の べ

辺に人知れず朽
く

ちた
事実を考えると、複雑な気持ちになる。
　経済的発展を続け、2億人の信者を擁

よう

する世界
最大のイスラーム国で産油国でもある印尼は、日
本にとり最重要国の一つ。同国は関ヶ原の合

かっせん

戦直
後の 1602（慶

けいちょう

長 7）年に蘭支配下となり日本軍が
解放した 1942（昭和 17）年までの 340 年間も植
民地の苦難に喘

あえ

いでいた。蘭軍 3.5 万人を 100 分
の 1 の戦力で、僅

わず

か 8 日間で追い出した日本軍
に印尼の人々は狂

き ょ う き ら ん ぶ

喜乱舞した。日本軍は 3年半
の間に各種学校を建て、250 程あった民族言語を
印尼語に統一・普及に務め、初の祖国防衛義勇軍
（P

ペ タ

ETA）として約 3.6 万人を訓練する。
　ところが、独立の約束を果たす直前の 45（昭
和 20）年、日本軍は降伏。後の大統領・スカルノ
は、独立を宣言。その会場を警備していたのが
藤
ふじ や ま ひ で お

山秀雄伍長で、彼は「訓練に使う」と嘘
うそ

をつい
て製軽機関銃1挺と弾

だんそう

倉2本を持ち出して離脱し、
印尼独立軍に加わり蘭英軍と戦闘を開始した。
　藤山は 22（大正 11）年、佐
賀県大

おおまちちょう

町町の農家の 3男に誕
生。青年学校を出て 17 歳で
八幡製鉄所に入るが、41（昭
和16）年12 月に日米戦が始ま
ると 19 歳で志願し、半年の
訓練後に出征。約 2年間ビル
マ（ミャンマー）で転戦する

が、右
みぎひざ

膝負傷で内地帰還命令を受けるも拒否し、
印尼中部のソロ飛行隊所属となる。
　そこで終戦を迎えた藤山は、スカルノ演説に触

しょく

発
はつ

され「印尼独立」との約束を実現させるべく独
立軍支援を決意。以後、4年間の戦いは、乏しい
武器と弾薬を補うべく蘭英軍兵器奪取や竹

たけやり

槍で戦
う文字通りのゲリラ戦の日々に。独立軍に頼られ
た旧日本兵は、常に最前線で戦い戦死者が続出。
何度も絶体絶命の窮地に陥りながら奇跡的に脱
し、神の加

かご

護に感謝する戦いを続け 1969（昭和
44）年 7月、完全独立の日を迎えた。
　ところが藤山は、独立戦中にイスラム教に改宗
し、同士だった現地人妻と共に貧乏との闘いが始
まり、その日の糧

かて

にも窮
きゅう

する中、何度も奇跡を体
験。どん底で藤山を「命の恩人」と訪ねてきた人が、
独立戦下「密

ス パ イ

告者」疑惑の 7人中 6人が処刑され、
最後の 1人を任された彼が密かに逃がした男で、
その縁で何かと助けられたり…。
　印尼語に通じ、現地を隅々まで知る藤山は、日
本の進出企業の顧

こ も ん

問となったものの、多くの残留
兵らは生活苦に喘

あえ

いでいた。そこで藤山は同志を
糾合して 79（昭和 54）年に互助組織「福祉友の会」
を結成。日本の戦友の協力で 2世らの就

しゅうろう

労者支
援などを展開。残留日本兵は「逃亡兵」扱いだっ
たが漸

ようや

く 91（平成 3）年、軍役 3.5 年間分の僅か 4
万 1300 円が支給され、名

め い よ

誉回復された…。
　「正直で真面目であれば、必ず神が助けてくれ

る」が口
くちぐせ

癖のフセン・藤山は
2007（平成 19）年、85 歳で
死去し、亡

なきがら

骸はカリバタ英
雄墓地に葬

ほうむ

られた。15 年後、
天皇皇后両陛下の慰霊に与

あずか

り、両国の為に戦った皇軍
兵士らと、随

ず い き

喜の涙で見守っ
た事であろう。（文／小野敬）
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